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ご挨拶

鈴鹿テニス協会会長

中 JH 正春

鈴鹿テニス協会の設立 40周年を心からお慶び申し上げます。

この 40年間、各役員や加盟団体の皆様が協会のためにご努力をいただき、今や加盟団体は

30周年の頃からさらに増加し、 53同体、会員約1，100名を数える大所帯となり、県ドでも高

位の会員数を誇る協会として成長を遂げてきました。

協会を支えてこられた歴代の役員や会員のひとかたならぬご苦労、ご尽力に対し、改めて探い

敬意と感謝を表します。

近年、社会の謹雑化などで、健康で活力のある充実した人生を送ろうとする意識が高まって

います。健康づくりや仲間づくりを進めるうえで、テニスはまさにそれにふさわしいスポーツ

であります。スポーツとしての楽しさ、厳しさを体験する中で心身を同時に鍛えるスポーツで

あり、 -方で、ダブルスなどパートナーとより良い関係を築くことで豊かな交流や人間関係の

構築につながる意義の深いスポーツですc

当協会の加盟団体は、一般の職域男子、家庭婦人を中心とした久子や学校(大学、高校、中学校)

のテニスクラブからなっています。中学生等ジュニアを取り巻く環境は厳しくなっていますが、

テニスの競技力在高めていくためには、中学生を中心にジ、ュニアの養成が重要であります。ま

た、裾野を広げていくために、テニスの楽しさを体験していただくことや、高齢化が進展する

中で、高齢者がテニスに親しむ機会を設けることも重要です。さらに、これらの取組の推進を

図るためには、指導する人材の確保養成も急務であります。こうした観点から、当協会として

ジ、ユニア選手の養成・強化やテニスの普及活動、指導者養成講習会などを柱に取り組んでこら

れています。

今後も協会の会員の皆様が真塾に腕を競いながら、明るくテニスを楽しんでいただく中で、

協会を大いにもり立てていきたいと住じます。私自身も会長として、当協会の更なる発展、隆

盛に向け全力を挙げて湛進してまいります。皆様方のご協力を切にお願い申し上げご挨拶とい

たします。



祝辞

鈴鹿市長

HI 岸光男

このたび、鈴鹿テニス協会が発足 40周年を迎えられ、ここに記念誌を刊行されますことは、

まことに意義深いことであり、協会関係者の方々のご尽力に感謝申し上げますとともに、心よ

りお祝い在中し上げます。

貴協会は鈴鹿市におけるテニスの普及・発展、体力の向上とスポーツ精神を通じて品性修養

を図ることを目的として 40年前に結成され、これまでに鈴鹿選手権大会をはじめ、各種大会

の開催や県大会の運営、また全国大会への選手の派遣など様々な活動を実施され、鈴鹿市の学

校体育・生涯スポーツの振興に多大な貢献を残していただきました。このことに対しまして、

心より敬意を表するとともに感謝の念で、いっぱいでございます。

また、ジ、ュニアから成年選手の競技力向上及び指導者育成に関する様々な活動を繰り広げら

れており、本市のテニスの普及促進に、貴協会に対する期待は、誠lこ大きなものがございます。

さて、昨今の少子高齢化や情報化の進展など私たちを取り巻く社会環境が急激に変化する中

で、スポーツは健康の保持増進や地域のコミュニティーを形成していくためには欠かせないも

のであり、その役割も益々大きくなってきております。

本市では「鈴鹿いきいきスポーツ都市」を宣言し、市民一人ひとつのスポーツの実現を目指し、

生涯スポーツの振興に努めております。

そして、子どもから高齢者の方までが、様々なスポーツを行い、スポーツを通じて地域住民

の交流の場が作られることが非常に大切なことであると思います。

貴協会におかれましでも、このようなスポーツを通じて世代閤を超えた交流の場を提供して

いただくとともに、世界を舞台に活躍できるたくましい人材育成のためにもお力添えをいただ

き、鈴鹿市のスポーツ振興にご協力賜わりますようお願い申し上げます。

最後に、 40年の確かな歴史と伝統を回顧し、記念誌の刊行にご尽力を賜わりました関係者

の皆様方に深く敬意を表しますとともに、貴協会の益々のご発展をご祈念いたしまして、お祝

いの言葉とさせていただきます。
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鈴鹿市テニス協会のさらなる
飛躍 (50周年)にむけて

三重県体育協会副会長

鈴鹿市体育協会名誉会長

向井弘光

向夏の候、鈴鹿市テニス協会の発足 40周年を迎え、中川|会長、伊藤理事長を中心に関係各

位のテニス普及発展並びに、スポーツ振興にご、尽力を賜わっておりますこと厚くお礼申し上げ

ますとともに、 40年間にわたり、鈴鹿市の発展にご尽力をされ、協会活動を通じ築かれた功

績は誠に大きく敬意を表するものでございます。

固におきましては、スポーツ省の設置等、スポーツへの新たな取組みについて検討がされて

おりますが、スポーツ力の向上に大きな期待をしているところでございます。

また昨年は北京オリンピックにおいて日本人の活躍やノーベル費在日本人 4名が受賞など明

るい話題も多くありましたが、アメリカ発の金融破綻・不安による 100年に一度といわれる世

界同時不況になり大きな社会問題が発生しました。この厳しい経済情勢のなか、スポーツの健

蔵で明るいスポーツ社会の必要性はより切実さを増しております。

そのような中、三重県体育協会・鈴鹿市体育協会は、皆様方のご協力により諸事業が着々と

推進されていることは皆様方のご支援の賜物と心から感謝申し上げます。

さてテニス競技は、子供から高齢者まで幅広い年代でできるスポーツとして、一生涯に渡っ

て親しむことができ、体力の向上や精神的なストレスの解消、生活習慣病の予防などを日的と

してスポーツ人口も増えているとお聞きしております。

世界では、杉山選手や車イスの国枝選手の活躍が大きく報じられておりますし、いまテニス

四大大会のひとつ[全仏オープン 2009Jが開催されておりますが、再度挑戦をされた 38歳

のクルム伊達公子選手の試合をテレビで拝見いたしましたが、その活躍は皆様にも感動を与え

たのではないでしょうか。

会員の皆様におかれましては、日頃の厳しい練習の成果在十分に発揮され、小学生や中学生

の大会での活躍等、競技力の向上にも力をいれておられます。高校総体三重県大会や三重国体

で活躍できる選手の育成に、今後ともご尽力をお願い致したいと存じます。

最後に、鈴鹿テニス協会の役員や会員の皆様の活躍に心から敬意を表しますとともに、今後

益々のご発展とご健勝を祈念申し上げましてご挨拶といたします。
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さらなる飛躍を!

特定非営利活動法人鈴鹿市体育協会会長

熊沢逸雄

鈴鹿市テニス協会が設立され、数々の実績とともに、ここに創立40周年を迎えられました

ことは、誠に意義深いことであり心からお祝い申し上げます。

また、今日までの協会関係者の皆さまのご苦労とご努力、活動に心から感謝を申し上げます。

体育協会も昭和23年に設立され、今日まで本市のスポーツ振興推進の大きな原動力となっ

ておりますが、ご承知のとおり平成 19年8月に『特定非営利活動法人』在取得し、会員の皆

様による運営をめざし、現在、 30加盟競技同体、鈴鹿市スポーツ少年団，中学校体育連盟，

高校，大学，地元企業などを会員とし，新たなスタートiをいたしました。

その間，皆様のご協力により諸事業が着々と推進できますことは、皆様方のご支援の賜物と

心からお礼上げます。

さて、近年、市民のスポーツ活動や健康増進への関心が高まる中で、技術の向上はもちろん

でありますが、生涯スポーツとしてテニスを広く市民の中に普及されてこられた貴協会の活動

は大変意義があるものと確信いたしております。

このことは、市民の余暇の楽しみ方や健康づくり、しいては今後の活気あふれる鈴鹿の

街づくりに大きな影響を与えるものと思っております。

固におきましでも，スポーツ庁の設置やスポーツ振興法の見直しなど，スポーツへの取組が

活発化してまいりました。また，鈴鹿市では第2次スポーツ振興計画を策定し，新たな取り組

みが始まっております。

そのような中，鈴鹿テニス協会の皆様方は、今後とも中川会長在中心に，テニスの普及発展

並びに体育向上とスポーツ精神を通じての品性の修養にご尽力を賜りたいと願うものでありま

す。

スポーツの楽しみ方は人それぞれであり，また生涯にわたって親しめるものであり，多くの市

民の方々にもスポーツを通じて健康で、調和のとれた充実した過ごし方をしていただき、「鈴

鹿いきいきスポーツ宣言都市」にふさわしい、スポーツを通じた街づくりに体育協会といたし

ましでも鋭意努力をしてまいる所存でございます。

最後に、鈴鹿テニス協会の役員や会員の皆様の活動に心から敬意在哀しますとともに、この

40周年をひとつの契機とされまして、貴協会のさらなる飛躍と益々の発展を祈念申し上げま

してお祝いのごあいさつといたします。

-4-



ご挨拶

三重県テニス協会会長

Jrl I靖二郎

鈴鹿テニス協会が 40周年を迎えられますこと心からお祝い申し上げます。

お祝いの言葉をとお話を頂き、 40年前を思い出しながら、楽しく書かせて頂いています。

40年前というと、私自身大学生の頃であり毎日テニスに明け暮れていました。慶臆のクラ

ブの山中湖での合宿、軽井沢テニストーナメントでのコート管理を兼ねながらの試合出場、神

宮外苑テニスコートに毎日通ったことなど楽しい思い出ばかりです。

ウッドのラケットから、スティール製に替わろうとしている時代で、同期の坂井、神和住選

手がウィンブルドン等の国際舞台で活躍しようとしている時でした。学生時代は毎日 6~8 時

間、ボールを打つことが楽しく、目標をもって練習に打ち込んだ毎日でした。 30才を越えた

頃からは、年々動きが悪くなり、腕も落ちていくのを感じながら、健康の為、月 l回のテニス

が円標でした。最近は年に 5、6田まずケガをしないよう楽しく、またいつまでも続けられる

かが課題となってきました。学生時代からの友人もテニスを続けているのが3人に 1人となり、

たまに会うと昔話しに終始するようになってきました。

鈴鹿テニス協会が 40年の節目を迎えるにあたり、 1人 1人の歩んできたテニスライフを振

り返り、色々な試合やイベント在思い出しながら、あの時は良かった、あの時は残念だったと

話に花を咲かせて下さい。同時に世界のテニスのことと日本人選手の活躍の夢、三重県・鈴鹿

のこと、ジ、ユニアの育成の事等、楽しい話しをして下さい。

素晴しいテニスコートを持ち環境に恵まれた鈴鹿テニス協会のご発展をお祈りし、ご挨拶と

致します。
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祝辞

角 出

三重県テニス協会理事長

鈴鹿市テニス協会、発足40周年おめでとうごぎ、います。

私が鈴鹿市テニス協会の方々と知り合ったのは、鈴鹿高専の浜辺先生が最初でした。私が、三

重県テニス協会の会計をしていた時の県理事長でした。そして、大谷光司先生には副会長とし

て、また鈴鹿市テニス協会理事長の伊藤三雄さんには普及委員長として、三重県テニス協会の

発展に大きく貢献していただき現在も、その任者していただいています。さらに、川出喜則さ

んには会計委員長として、河本美代ずさんは常務理事、勝田成仁さんは理事、薮内良ずさんは

監事、中西利雄さん、 ILi中義輝さんには普及委員として、鈴鹿市テニス協会の関係の方々には

三重県テニス協会の重要かつ、貴重な戦力になっていただいています、以上の方のほか、鈴鹿

テニスガーデンの地元と言うことで、多くの方々に大会運営等で御協力いただいております。

鈴鹿市は地理的に三重県の中心部に位置し、鈴鹿ガーデンテニスコートもあるので、必然的に

県テニス協会としては、皆様方に御協力いただく構図になります。今後ともいろいろお世話に

なるかと思います。借越ながらこの場をお借りして、お礼とお願いをさせていただきます。

以上、「記念誌」の祝辞として、相応しいかどうか分かりませんが、県テニス協会の私から見た、

鈴鹿市テニス関係のことに触れました。

最後に、私の選手としての思い出を・.. 

鈴鹿市常テニスコート(鈴鹿市体育館横)では、県社会人新人戦、中勢選手権、秋の鈴鹿市選

手権など、たくさん、試合に出さしていただきました。自分としては成績も良かったと思いま

すが?極めつきは、県教職員大会で、両足が癌り、救急車で近くの病院に運ばれたことです。

その時腹の筋肉まで、ピクピクして痘りかけ、当時運営していた鈴鹿高校の石黒先生にこのま

までは、心臓まで癌筆して死んでしまうと脅されました。

鈴鹿市テニス協会の 40周年を心より、お祝いするとともに、今後の益々の発展を祈念して

私の挨拶とさせていただきます。
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40周年記念によせて

三重県テニス協会副会長

鈴鹿テニス協会顧問

大谷光司

鈴鹿テニス協会の 40周年記念まことにおめでとうございます。

振り返れば長いようで短い 10年のスパン、懸命に運営に当てられた役員や加盟国体の皆さ

んに敬意を払いながら、私も仲間に入れていただきお礼在申し上げます。

三重県の協会も今年の総会で会長が替わりましたので、この機会に私のほうが年長でもあり

交替のお願いをしたところ、あと」年お世話になることになり、来年は鈴鹿枠の副会長老推挙

したいと思います。

市営コートの面整備が 2代の市長にわたりましたが、完全に終了して天候にあまり左右され

ない利用が可能になりましたが、申込貸出し方法など利用者サービスの向上と、簡素化など、

固定の利用団体に対しては、年開通しの申込を提案しているところいまだに解決されていませ

ん。

引き続き経費節減と、無駄な時間浪費の節減をしていきたいと思っております。

強いテニスの指向と底辺の拡大は、私たちに課せられた大きな課題であります。スポーツ都

市宣言にふさわしい鈴鹿とするためには、人づくり、施設づくりとともに三者協))の妙が発揮

されなくてはなりません。

今ここに、 40周年を迎えたテニス協会の実績の上に立って、社会や教育の荒廃を改めてた

くましい身体、たくましい心在育てるために好きなテニスが時代のニーズ、現代の病理に迫る

気概が生まれることを期待したいことしきりであります。

50周年に向けた更なる進展をご祈念申し上げます。
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40周年記念誌に寄せて

鈴鹿テニス協会副会長

浜辺昭雄

今年は鈴鹿テニス協会発足10年になる記念すべき年です。思えば 1970年に三重県テニ

ス協会の、地区協会のーっとして発足して以来、鈴鹿テニス選手権大会をはじめとする各種大

会、普及強化活動を協会役員、加盟団体の協力のドに、年々活発に実施してきたことは、大変

喜ばしいことです。

1 0年前に、伊藤三雄理事長のリ ダ シップのもとで、協会活動の 30年聞を総括して、

30周年記念行事と記念誌発行を行ったことは、まだ記憶に新しく、昨日のことのように感じ

ています。そして今年は早くも記念すべき 40周年を迎えました。今回も引き続いて、伊藤三

雄理事長のリーダ シップにより記念行事が行われることになり、私にとっては「光陰矢のご

としJの 10年間でしたが、理事長の日々の尽力に深甚の感謝を表し、また、多数の加盟団体

の協力と、種々の行事を推進されている役員の努力と、こ、苦労に心から頭の下がる思いです。

私は 20歳前にテニスに出会い、会社員、高専テニス部の部長として、現役の 40年間をテ

ニスプレイと指導に打ち込み、年金生活者となった現在も引き続いて、テニスを楽しみ、相変

わらずテニスコ トを前後左右に定り回れる健康に感謝していますO

また、鈴鹿テニス協会の活動にも、テニス教室のコ チの一員として、普及活動に携わり、

主催大会の aつである、鈴鹿オ プンの運営団体長として、大会在盛り上げていくよう運営委

員の吐出在になっています。

鈴鹿テニス協会は、創設以来、関係者の協力により発展を続けてきましたが、今年ーの 40周

年に当たり、まずは、白分が健康で、次の 50周年に向けて活動を続けていく努力をしたいと

決意しています。今後も、協会役員の A 員として、微力ながら役割分担を全うして、理事長、

各委員長をはじめとする事業推進者に協力して、鈴鹿テニス協会の、ますますの発展を実現し

ていきたいと念願しています。
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40J司年を迎えて

鈴鹿テニス協会理事長

伊藤三雄

このたび鈴鹿テニス協会が、 40周年を迎える事が出来ましたことは、関係機関のご理解と役員の

方々のたえまないご尽力と、協会会員皆様のご協力の賜と深く感謝をするしだいです。その問理事

長職を引き継ぎ 10年がたちましたがあっという間に過ぎた感じがいたします。

当初協会の課題としましては、一つめは子供ジ、ユニア教室が一過性に終わらないようにと継続で

きるチ一ムづくりの確立を行い、鈴鹿市より全国に通じるジコ牛ニア選T手-の育成を目指す事、二つめは、

地域に根ざ

この l叩O年間でで、耳取Zり組んでで、来た事は、それまでの一般スポーツ教室の他にジ、コニア部門を開設しその

継続と小中一貫ジ、ュニア強化育成として鈴鹿ジ、ユニアチームを結成し、選手育成に向けて年聞を通

じて 3回/週、協会指導員総出での指導活動を実施するようにしました。その結果現在は協会を上

げた一大事業にまで成長をしています。毎年入れ替わりがありますが平均 50数名のジ、ユニアがこの

チームに所属し活動をしています。

また、技術指導だけに終わることなく夏休みには一泊二日で夏合宿として集団生活の中で規律マナー

も体得出来る行事も行うようになりました。このように、ジュニアの底辺が拡大すると共に身近に

小中学生が出場できるジュニア大会を企闘し、夏休みはサマージ、ュニア、冬休みはウインタージ、ユ

ニアの 2大会を開設し近隣の小中学生が試合に参加しやすい環境を整えました。この大会をさかい

に、ジ、ュニアの登録者の増加また民間テニスクラブも幾っか増設された事も影響し徐々に大会が盛

り上がるようになってきました。

こうして鈴鹿市全体のジ、ユニア指導が総結集された結果、 2007年度千代崎中学、 2008年度白子中

学、2009年度千代崎中学と 3年連続鈴鹿市から全国中学テニス大会に出場する結果を出しています。

個人戦においても全日本小学生大会、東海ジ、ュニア大会、全日本ジ、コニア大会単複と出場、入賞す

る選手も輩出されるようになってきています。

もうムつの課題は、テニス人口の増加を目指すことでしたが、当初は 42団体の登録団体で現在は

53団体までに増加をしています。技術向上を日的として 2年に 1回の著名プロ選手を招き地元で身

近に受講可能としたこと。また、各大会に中高年の選手が出場できる 45歳と 55歳ovの試合を設

けた事。これと長年継続しているテニス教室の開催と生涯テニスを支える普及事業、競技志向を支

える主たる大会の継続、と地道な活動が結果に現れたといえるでしょう。

今後さらなる飛躍をとげるため生涯テニス愛好家の普及と地元ジ、ュニアの強化、その基盤を活か

し地元鈴鹿市から全国、世界へと羽ばたく選手を輩出できるよう関係機関、役員一同、会員皆様と

協力をして取り組んで行く所存ですので宜しくご協力をお願い致します。
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チニス協会の通うゆみ



議襲 撃参 警暴

、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、、，、，、，、，、，、、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，

普2量豊富

我々普及部は、中西、中西、 JII出、の3名で活動しています。

普及部の主な、活動内容は
1普及大会を開催
2 テニス教室の開催(春季圃秋季)
3.鈴鹿市の依頼による、一披困シニアのテニス教室への協力

これからも、テニス普及の為頑張ってまいりますので、ご支援お願いします。

強化豊富

我々強化部は、林、 竹中、 山中の3名で活動しています。

強化昔日の主な、活動内容は
1ジュニア選手の強化練習会開催(小町中園高校生)
2 郡市対抗試合の練習会実施
3園鈴鹿ジュニアチームで、の指導圃推進
4.指導者研修会及び一披講習会(隔年実施)

これからも、選手強化に向かつて頑張ってまいりますので、ご支援お願いします。

、，、，、，、，、，、，、，、、，、，、，、、，、，、、，、、，、，、，、、，、、，、、，、、，、，、、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，



毒静

、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，

|酷誌報韻金|

運営委員会としましては、鈴鹿テニス協会主催大会等の計画を年間12試合を立てて

います。大会運営に闘しましては、協会の主たる登録団体にお願いし、運営委員会と協

力して実施しています。

また、協会ホームページでの大会要綱や結果の掲載、大会申込みについても、当委員

会が行っています。

今後も大金の充実はもちろん、ホームページで、の情報発信を積極的に行っていきたい

と考えていますので、皆様のご協力と大会参加よろしくお願いします。

委員長勝田成仁

大杉順

今村幸司

柴壇寛治

左から柴垣、大杉、今村、勝田

、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，
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議襲

V市営コート人工芝改修:2003年
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A 郡市対抗男子総合優勝:2005年
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重襲 警襲 官 重襲 警暴

V プロ講習会(安宅美弥子プロ): 2007年
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企プロ講習会(佐藤哲也プロ): 2009年
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護審 議襲 重警

V鈴鹿ジ、ュニアチーム夏期合宿:2008年
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A鈴鹿ジ、ュニアチーム夏期合宿:2009年
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護襲 警暴 蓄量

V鈴鹿ジ、ュニアレッスン風景 ①: 2009年
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運襲 撃襲 護襲

V鈴鹿ジ、ュニアレッスン風景 ②: 2009年
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護審議参議襲融理器野草署動務者指清竃観

V第 34回全悶中学生テニス選手権大会 ・千代崎中学校出場:2007年
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.A第 35回全国中学生テニス選手権大会 ・白子中学校出場:2008年
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護審 議参 議欝 議五議議 蕗議警務長譲締官議室入。部3鍔譲 警暴 審議

V第 36回全国中学生テニス選手権大会 骨千代崎中学校出場:2009年
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A テニス教案一般の音15: 2009年春季
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護襲

Vテニス教室 ジ、ュニアの部:2009年春季
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...テニス教室 ジュニアの部:2007年秋季
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V正月市営コート開放 ①: 2007年
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企正月市営コート開放②:2007年
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動乙子ニス
井口健

鈴鹿テニス協会創立 40周年おめでとうございます。

さて，私がテニスと出逢えたのは 1978年(昭和 53年)。友人に誘われたのが

きっかけでした。当時は現在の天皇陛ドと皇后陛下が軽井沢でテニスをされテニ

スブームが世の中に一世風扉されました。各市や町にたくさんの民間テニスクラ

ブが出来て生活の中にテニスが普及されてきたことが懐かしく思い出します。

“好きこそ物の上手なれ"の言葉から私は我を忘れてテニスに夢中になりまし

た。当時の東洋紡玉垣工場(現在鈴鹿医療科学大学)鈴鹿テニス協会のテニス教

窒にも受講して技術老教わりました。民間のテニスクラブ (ST A)のメンバー

になり，テニス仲間がたくさんできました。幸い親からもらったたくましい体力，

精神力は，テニスと出会えるまでは野球漬けだったので，プラスになったと思い

ます。

4年目にして県社会人新人戦 (S)にてベスト 4になった事が大きく自信にな

りました。当時の出場人数は 300名がエントリーしていました。それからは年間

約 20大会の試合に参加した事を今では懐かしく記憶に残っています。

やがて，実力と自信と共に夢であった大きな目標であったのが国体出場です。

当時は一部男子，二部男子(壮年 45歳)があり，アマチュアプレーヤーなら一

度は出てみたい夢の舞台の目標に向かつて日々練習を重ねました。 1993年に愛

知わかしゃち国体に 47歳にして三重県代表二部男子(壮年 45歳)として栄冠

を勝ち取ることができました。まさか自分がこの夢の舞台に立てるなんて。もう

うれしくて，うれしくて感激しました。

それからのテニス人生はますます楽しくなり，全国ベテラン大会本戦出場を果

たし目標としていた夢が現実となりました。

テニスを長くやって来て良かった，そしてテニスを通じてたくさんの仲間から

色々な事を教えてもらいました。私の持論は“初心を忘れべからず"。

プレーヤーと平行して指導者としても今までたくさんの}jにテニスの楽しさを

指導して現在も継続しています。

鈴鹿市は素晴らしいテニス環境に恵まれています。テニスコート約 50面位あ

りますが，残念ながらまだまだテニス愛好者が少ないですね。老若男女閤わず，

ジ、ュニアの育成にもシニアの愛好者をもっともっと増やす義務，責任が我々には
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あります。

最後になりましたが，今日まで現役でテニスが出来るのは，協会関係者の方々

や家族や仲間のお陰です。本当に感謝の気持ちで一杯です。鈴鹿テニス協会のま

すますの発展を祈念いたします。

で@あ@い
JLTF三重県支部支部長 河本美代子

学生のころはバスケットボールをして，山登りに夢中になり，ママさんバレー

を頑張り，いろいろなスポーツに親しんできました。

そして，白髪のご夫婦のラケットから奏でる音，流れるようなゆったりした

フォームからにじみ出た品の良いテニスプレーに出会い魅せられて 30年余り。

当時，コートはグリーンサンド，ボールの色は白で、したが，砂入り人工芝コート，

黄色のボールに慣れて久しくなり，考えてみればいつの間にやら私の人生の三分

の二がテニスライフになってしまいました。

テニスが何よりもすばらしいと思えるのは，対戦相手を信じるスポーツで，そ

の代わり自分も正しく判断して戦うことが求められ，コートを挟む選手同士の人

格が間われるスポーツであること。これからもただ単に歳をとっていくのではな

く歳を重ねることによって，人格的に成熟し心のゆとりを持ってテニスワークに，

また，出会った事を大切にして臨んでいきたいと思います。

40周年を機に，これからも鈴鹿テニス協会の益々のご、発展を心からお祈り申

し上げます。

馳のiFニス画顧録
大石敏男

会社に入って 7年目、先輩からテニスをやらないかと誘いを受けてみたのが私の

テニス人生の始まりです。以来テニス中心の生活が始まり、民間のテニスクラブ

でレッスンを受講し、それにも飽き足らずクラブに来た人を見つけては練習をお
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願いしていました。誰もいない時間帯では壁打ち在やりながら人が来るのを待っ

ているほど、テニスにのめりこむ毎日でした。

鈴鹿テニス協会にお世話になったのは、結婚して住所在鈴鹿に移してからで、当

時鈴鹿の代表的選手は現理事長の伊藤さん、 STCコーチの山崎さん、爽球会の

北川さん、井口さんで、した。これらの名選手に打ち勝つのを目標に、数多くテニ

ス協会主催の試合に出させてもらい試合を通じて、たくさんの友人を得ることが

でき自分のかけがえのない財産だと思っています。

一時期は参加数の減少で盛り上がりの少ない大会が国立ちましたが、近年ジ、ュニ

ア育成の効果 (7)で、ジュニアの参加数が多くなり活気が出てきました。しかし、

」般の方の参加が増えなければ本当の盛り上がりに欠けると思います。

私もまだまだ老体にむち打って出来る限り出場したいと思っておりますので、皆

さんも参加して上位入賞を目指し大会を盛り上げて行きましょう。

i乙
官官~

鈴鹿テニス協会理事大杉順

光陰矢のごとし~、時の流れの早さを感じる今日この頃です。

思えば鈴鹿テニス協会 30周年もあっと言う聞に過ぎ、鈴鹿テニス協会も 40周

年の節目を迎えます。 30周年記念誌のときには、「ジ、コーニア指導に想いを馳せて」

のテニスエッセイを Iし、つも暑い夏が来ると、全日本ジ、ュニア選手権大会、全日

本中学生選手権大会に向けて無我夢中で取り組んでいた時のこと ~J を書かせて

いただきました。

今回、この 40周年記念表彰の対象者としてのテニスエッセイを書く羽目にな

りました。たいへん光栄なことで身にあまる思いです。

大谷顧問、浜辺副会長とは、一緒に鈴鹿テニス協会の発展のため、それぞれの

立場で取り組み苦労した方々であり、いろいろご指導をいただき、この場をお借

りして感謝を申し上げたいとおもいます。とにかく県民体育大会で優勝すること。

そして全日本ジ、ュニア選手権大会、全日本中学生選手権大会を目指して東海代表

として毎年出場すること。大東紡績のバレーコートをお借りして仮のテニスコー

トっくりから始め、そしてスポーツセンターでの強化練習の毎日、大谷顧問にお
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願いして東洋紡績テニスコートでの合宿など、ジプシーのような練習の毎日でし

た。コートはない、ボール代はない、ネットはないの悪戦苦闘をしていた頃在、

鈴鹿テニス協会 40周年の節目に懐かしく思い出してしまいます。

その後、すばらしいジュニアの指導者のもと取り組んで、いただいている協会の

方々に敬意に表したいおもます。

そして、いまスポーツ界の大切な課題でもあるジ、ュニア育成のあり方在、将来的

な大きな視野にたって考えていかなくてはならない時期であろうと思っていま

す。

dらなる環境-;'<りを…
DREAM代表林雅之

鈴鹿テニス協会40周年、おめでとうございます。

DREAMは試合出場はもちろんですが，試合運営での方が知名度があるかも知

れません

現在はオープンミックス大会、サマーJr、ウインターJr大会の運営やお手伝

いをしています。そんな私達が、この度表彰して頂く事となり大変光栄に思いま

す。

テニスは生涯スポーツと言われています。手軽に出来るスポーツとして幅広い年

齢層の人々に親しまれ、健康、体力の維持増進にも大いに期待出来る事で、高齢

化が進む中、その役割が大変重要になってきています。

鈴鹿テニス協会 40周年と言う事で、 40年間でテニスに関する事柄も随分変

わって来た事と思います。

その中で、長年にわたりテニスの普及と発展に尽力されてこられた協会の方々に

感謝しなければと改めて思いました。

これからも楽しくテニスが出来る環境づくりを続けて下さい。
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.鈴車選手権大金

一般男子シン グルス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加人数

昭和45年 第 1 回 吉村 猛 矢野多津雄 22 

昭和 46年 第 2 回 浜辺昭雄 渡辺幸照 26 

昭和47年 第 8 回 前田靖宗 浜辺昭雄 48 

昭和 48年 第 4 囲 前田靖宗 浜辺昭雄 54 

昭和49年 第 5 回 米田幸夫 六谷幸三 66 

昭和 50年 第 6 回 伊藤三雄 薮下久生 64 

昭和 51年 第 7 回 近藤和男 吉村 猛 62 

昭和田年 第 8 囲 吉村 猛 米田幸夫 67 

昭和国年 第 9 回 近藤和男 吉村 猛 伊藤三雄 76 

昭和 54年 第 10回 近藤和男 米田幸夫 伊藤三雄 吉村 猛 99 

昭和 55年 第 11回 白水徹夫 杉谷隆之 薮下久生 志治良幸 81 

昭和 56年 第四回 米田幸夫 近藤和男 渡辺武志 長田孝雄 113 

昭和 57年 第四 回 伊藤三雄 村田俊秀 甲斐雄ニ 浜西利彦 140 

昭和 58年 第 14回 伊藤三雄 村田俊秀 浜西利彦 渡辺武志 122 

昭和 59年 第 15回 伊藤三雄 米田幸夫 甲斐雄二 六谷幸三 111 

昭和 60年 第 16囲 伊藤三雄 山崎謙治 薮下久生 北川俊秀 129 

昭和 61年 第 17回 伊藤三雄 井口 健 北川俊秀 豊田敬一 99 

昭和 62年 第四囲 井口 健 長田孝雄 稲垣義降 大石敏男 143 

昭和 63年 第 19囲 勝田成仁 稲垣義隆 北川俊秀 井口 健 89 

平成 1年 第 20回 大石敏男 横田直関 伊藤三雄 山田晋司 93 

平成 2年 第 21回 北川俊秀 大石敏男 谷口範高 山崎謙治 62 

平成 8年 第 22困 大石敏男 谷口範高 横田直樹 浜西利彦 134 

平成 4年 第 23園 大石敏男 谷口範高 横田直樹 北111 俊秀 103 

平成 5年 第 24囲 横田直樹 井上和男 浜辺正雄 林 恭史 108 

平成 6年 第 25回 大石，敏男 伊藤三雄 本田徳実 横田直樹 126 

平成 7年 第 26囲 大石敏男 伊藤三雄 豊田和己 本田徳実 106 

平成 8年 第 27回 北川俊秀 大石敏男 伊藤三雄 本田徳実 92 

平成 9年 第 28回 浜辺正雄 森川勝文 勝田成仁 大石敏男 88 

平成 10年 第 29嗣 大石敏男 清水安防E 伊藤三雄 林 恭史 79 
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年度 回 優勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成11年 第30回 大石敏男 伊藤三雄 山本竜彦 林 恭史 63 

平成12年 第31回 ロパート、アンジエロ 稲波雄志 森 浩彰 後藤由光 57 

平成13年 第32回 大石敏男 森 f告彰 豊田和己 井口健 64 

平成14年 第33回 勝田成仁 森 t告彰 平塚裕一 豊田和己 40 

平成15年 第34回 大石敏男 駒田吉宏 林 恭史 村上武久 74 

平成16年 第35回 大石敏男 林 恭史 近藤太一 駒田吉宏 86 

平成17年 第36回 大石敏男 山中義輝 吉川朔太 水野大伸 75 

平成18年 第37回 大石敏男 福閏龍雄 長岡俊樹 内山道之 106 

平成19年 第38回 内山道之 田垣内乾三 新 川 清 河 合 智 幸

平成20年 第四回 加藤仁 大石敏男 岡田句史 山中義輝

壮年男子シ ン グル ス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加人数

昭和61年 第 17回 浜辺昭雄 佐藤行利 山中 博 材オ俊夫 22 

昭和62年 第 18回 鈴木尭善 渡辺好明 市川敏雄 山中 槽 22 

昭和68年 第 19回 鈴木莞善 清永光義 明田道彦 浜辺昭雄 21 

平成 1年 第 20回 山中 博 鈴木莞善 清水邦光 水谷両幸 17 

平成 2年 第 21回 薮下久生 清永光義 山中 博 鈴木莞善 12 

平成 8年 第 22回 清永光義 渡辺武古 浜辺昭雄 粟谷宏治 18 

28回大会より参加資格 45才以上となる。

平成 4年 第 28回 浜辺昭雄 信濃行利 粟谷宏治 清永光義 16 

平成 5年 第 24回 浜辺昭雄 清永光義 伊熊貞男 粟谷宏治 8 

平成 6年 第 25回 浜辺昭雄 清永光義 粟谷宏治 新原慎一 12 

平成 7年 第 26回 清永光義 山申 博 斉木 武 浜辺昭雄 14 

平成 8年 第 27回 斉木隆信 斉木 武 粟谷宏治 江藤正之 10 

平成 9年 第 28回 清永光義 市川 敏雄 斉木 武 今村 務 9 

平成 10年 第 29回 今村 務 市川 敏雄 斉木 武 森 有人 12 

OV45男子

年度 回 優 勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成11年 第30回 清水光義 市川敏雄 森 有人 平野辰美 7 

平成12年 第31回 斉木武 清水光義 浜辺昭雄 木村俊夫 6 

平成13年 第32回 伊藤三雄 古市守利 中嶋健二 藤浪実 8 

平成14年 第33回 伊藤三雄 斉木武 浜辺昭雄 古市守利 6 

-28 



年度 囲 優 勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成15年 第34囲 伊藤コ雄 森 有人 -----------5 

平成16年 第35回 伊藤三雄 斉木武 古市守利 森 有人 9 

平成17年 第36回 伊藤ゴ雄 上回隆司 古市義秀 浜辺昭雄 11 

平成18年 第37回 伊藤三雄 古市守手IJ -----------6 

平成19年 第38囲 伊藤三雄 若林篤 -----------平成20年 第39回 伊藤三雄 回遜弥二 ---------九
5 

一般女子シングルス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 闘日人数

昭和 45年 第 1 回 一 一
昭和46年 第 2 田 一
昭和 47年 第 8 回:瀬J11 明子 l林 翼弓 10 

昭和48年 第 4 日訂林函 翼弓 8 

昭和49年 第 5 早苗 秋元奈緒子 15 

昭和 50年 第 6 囲 田上幸代 田中朱美 10 

昭和 51年 第 7 回 田中朱美 杉野早苗 10 

昭和 52年 第 8 凶 杉野早苗 桜井京子 15 

昭和 53年 第 9 回 梅田明子 丸橋孝子 17 

昭和 54年 第 10回 樋口京子 梅田明子 酒井真由美 陸 浩子 45 
トーー

昭和 55年 第 11回 古田桂子 中田部代 酒井真由美 川村和歌子 28 

昭和 56年 第 12回 宮木照美 樋口京子 1'11田郁代 古田桂子 23 

昭和 57年 第 13囲 横井ひろみ 三輪由紀子 杉田真起子 梅田明子 32 

昭和 58年 第 14回 金田充早恵 梅田明子 梅原頼子 大日万和枝 18 

昭和 59年 第 15回 梅原頼子 梅田明子 大友和美 三輪由紀子 20 

昭和 60年 第 16回 大角正美 村木真由美 佐々木泰子 大友和美 23 

昭和 61年 第 17田 大角正美 大友和美 豊田信子 安申みちる 23 

昭和 62年 第 18囲 河本美代子 中西寿恵子 平岡硲子 細野 香 21 

昭和 63年 第 19回 豊田信子 野田真須美 湯本智子 松枝美由紀 20 

平成 1年 第 20囲 立石素子 豊田信子 後藤由美子 湊 敬子 18 

平成 2年 第 21悶 梅田明子 梅原頼子 豊田信子 漢 敬子 14 

平成 8年 第 22回 伊藤里美 後藤由美子 凄 敬子 ドJげス"ザ 25 
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年 度 国 優 勝 準擾勝 第 3位 第 8位 参B臥童虫

平成 4 年 第 23囲 井上美帆子 出岡栄子 宝紀久子 島村純子 32 

平成 5 年 第 24回 藤田純子 家域美智子 後藤智代美 平見世津子 24 

平成 6 年 第 25囲 藤田純子 家城美智子 山田千住子 後藤智代美 20 

平成 7 年 第 26回 稲垣小百合 後藤智代美 藤田純子 田代千代 14 

平成 8 年 第 27回 島村純子 藤田純子 後藤智代美 田代千代 19 

平成 9 年 第 28囲 後藤智代美 田島雅美 岩崎ゆみ子 藤田純子 23 

平成 10年 第 29囲 家城美智子 小木曽有紀 田島雅美 田代千代 19 

平成11年 第30回 後藤智代美 家城美智子 島村純子 福島真須美 15 

平成12年 第31回 田島雅美 後藤智代美 島村純子 大津恵利子 14 

平成13年 第32回 後藤智代美 大深恵利子 竹中真寿美 田代千代 16 

平成14年 第33回 松田尚子 服部なな子 田代千代 八太貝IJ子 10 

平成15年 第34回 伊藤歩美 豊田尚子 後藤智代美 米川基子 14 

平成16年 第35回 伊藤歩美 鈴木真優子 竹代マスミ 大津恵利子 13 

平成17年 第36間 浅野優子 加藤 寛子 荒木田真希 竹代vマスミ 21 

平成18年 第37回 中村晃子 大津恵利子 小竹裕加里 1------ 29 

平成19年 第38回 鈴木真優子 寺村糞貴子 浅野優子 南 山 倫 子

平成20年 第39回 浅野優子 松田 彩花 朝日詩織 林久美子 10 

OV55男子

年度 回 優勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成13年 第32回 4 

平成14年 第33回

平成15年 第34回

平成16年 第35回

平成17年 第羽田

平成18年 第37回 6 

平成19年 第38回 渡辺武志 安川

平成20年 第39回 渡辺武志 安川 篤 6 
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般 男子ダブルス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 3位 第 8位 参加組

昭和 45年 第 1回 吉村・矢野 石黒・沢井 13 

昭和46年 第 2 圏 藤牧・平野 9 

昭和47年 第 8 囲 浜辺・渡辺 矢田@坂谷 17 

昭和48年 第 4 田 前田・六谷 瀬良・隅田 37 

昭和49年 第 5 囲 前田・六谷 伊熊・林 44 

昭和 50年 第 6 囲 米田@米田 六谷@林 39 

昭和 51年 第 7 間 自水・穴原 浜辺.:i搬 30 

昭和52年 第 8 回 吉村・伊藤 石黒・浜辺 30 

昭和53年 第 9 囲 近藤・渡辺 六谷@伊熊 56 

昭和 54年 第 10閤 吉村・伊藤 米田・米田 田村@矢田 坂本・志治 54 

昭和 55年 第 11囲 米田・西井 吉村・伊藤 村田・長田 今村・浜西 51 

昭和56年 第四囲 近藤@渡辺 白水・長谷 六谷・伊熊 粟谷・鈴木 52 

昭和 57年 第 13囲 伊藤@米田 甲斐@薮下 渡辺@田村 米111・斉木 86 

昭和58年 第 14囲 渡辺・浜西 粟谷・鈴木 山中・小林 米111.井口 84 

昭和 59年 第 15間 米国・有竹 渡辺@浜西 長田・北111 薮下・斉木 74 

昭和 60年 第 16囲 米田・有竹 伊藤・浜西 藤111・米川 石原@辻 82 

昭和 61年 第 17回 内藤・勝田 山崎・稲垣 長田・北川 甲斐・薮下 84 

昭和 62年 第 18囲 伊藤・山崎 大石・浜西 長田・北JII 斉木・井口 68 

昭和 63年 第四囲 伊藤@大石 勝田@吉川 井口@斉木 稲垣・森I11 50 

平成 1年 第 20囲 山崎・森川 横田・井口 鈴木・粟谷 渡辺・加藤 61 

平成 2年 第 21回 大石・浜西 三岳・堀 横田・北川 谷口・日口 72 

平成 8年 第 22囲 大石・井上 志治@横田 中島@辻 稲垣・森I11 49 

平成 4年 第 23回 谷口・横田 長田・山下 上田・北JII 井口・酉田 58 

平成 5年 第 24回 井上・長田 横田・早I11 平井・岡本 勝田・吉川 59 

平成 6年 第 25田 横田・林 大石@浜酉 薮下@北川 井口・斉木 49 

平成 7年 第 26回 横田@林 勝田・吉川 古市・安川 西田@今村 55 

平成 8年 第 27回 横田・林 西田・須原 樋口・後藤 井口・斉木 49 

平成 9年 第 28回 豊田・森 谷川1・鈴木 長田@開田 勝田・吉川 51 
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年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加組!

平成10年 第 29回 大石・森川 横田・林 伊藤・水谷 森下・山中 40 

平成11年 第30回 大石・森川 樋口・後藤 近藤・鈴木 豊田・山本 39 

平成12年 第31回 森下・清水 大石・森川 近藤・堤 高橋・森 48 

平成13年 第32回 長田・佐藤 森・鈴木 伊藤・慶田 勝田・岡田 24 

平成14年 第33回 豊田・森川 堀内・岡田 勝田・岡田 長田・佐藤 26 

平成15年 第34回 森川・鈴木 森・谷川 古川・早川 陣田・近藤 42 

平成16年 第35回 鈴木・山中 豊田・鶴見 長田・勝田 岡田・吉川 48 

平成17年 第36回 池ケ谷・山中 長田・勝田 谷口・伊藤 若林・峠田 43 

平成18年 第37回 川並・水野 橋本・若林 舘・北野 鈴木・有竹 44 

平成19年 第四国 内山・竹中 磯田・岡崎 吉川・世古口-------平成20年 第39回 上瀧・山口 井口・長田 岡田・柳瀬 -------28 

OV45男子

年度 回 優勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成13年 第32回 斉木・市川 中嶋・斉木 --------------4 

平成14年 第33回 津潟・森川 山中・江藤 古市・安川 斉木・中嶋 8 

平成15年 第34回 斉木・市川 小川・松宮 --------------
4 

平成16年 第35回 森川・今村 清水・津潟 --------------5 

平成17年 第36回 古市・今井 松宮・田遺 小川・池田 今村・清水 8 

平成18年 第37回 古市・岩本 松宮・田辺 --------------
4 

平成19年 第四回 古市・今井 斉木・岩谷

-----ー
~ 

平成20年 第四回 古市・今井 渡辺・辻 長谷川・鈴木 山田・北野 8 

般女子ダブルス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加組

昭和45年 第 1 回 池中・村端 2 

昭和46年 第 2 囲 。
昭和47年 第 8 回 遠藤・林 5 

昭和48年 第 4 回 宮本・小吹 6 

昭和49年 第 5 回 杉野・秋元 9 

昭和 50年 第 6 回 田上・田中 8 

-32-



年 度 回 優 勝 準優勝 第 3位 第 8位 参加組

昭和田年 第 7 囲 杉野・ J11井 8 

昭和52年 第 8 回 杉野・石渡 田申・間野 10 

昭和田年 第 9 回 梅田・川崎 岡野・水原 14 

昭和54年 第 10回 陸 • J 11崎 コ角・三輪 日|村・水原 杉田・笹田 18 

昭和 55年 第 11国 横井・犬飼 川名・中田 三輪・三角 111村・水原 15 

昭和 56年 第四回 三輪・間野 古田・三角 川|村・ 111名 中田・水原 19 

昭和田年 第 13囲 描口・梅田 日高・三輪 横井・吉田 河本・佐々 木 21 

昭和 58年 第 14田 三輪・渡辺 古田・河本 浜辺・長谷川 早間・海老原 20 

昭和 59年 第 15回 大友・佐々 木 伊藤・増井三輪・河本 大竹・浜辺 16 

昭和 60年 第 16回 河本・後藤 田中・桑野 吉沢・竹鴫 西山・岡田 18 

昭和 61年 第 17回 大角・小竹 中西・佐々木 安中@豊田 河本・厳根 20 

昭和 62年 第 18回 梅田・大友 安中・豊田 中西・佐々木 河本・厳根 14 

昭和 63年 第 19回 梅原・浅田 野田・豊田 梅田・大友 服部・佐々 木 20 

平成 l年 第 20回 東口・湊 平尾・立石 13 

平成 2年 第 21回 高橋・伊藤 申西・宝 藤田・湊 川北・見取 12 

平成 8年 第 22回 出岡・梅原 梅田・河本 鈴村・平尾 伊藤・渡部 18 

平成 4年 第 23回 出間・梅原 梅田・河本 江藤・稲垣 秋山・小野寺 28 

平成 5年 第 24回 藤田・平見 村田・貞光 鈴村・後藤 中西・宝 21 

平成 6年 第 25回 山田・萩 中西・宝 貞光・落合 梶野・井上 15 

平成 7年 第 26回 藤田・平見 田島・田代 坂倉・高橋 石垣・前田 30 

平成 8 年 第 27回 藤田・平見 田島・田代 杉平・服部 中西・宝 27 

平成 9 年 第 28回 田島・申尾 藤田・平見 加藤・浅生 田代・杉山 27 

平成 10年 第 29回 田島・中尾 藤田・田代 島村・家域 落合・貞光 14 

平成11年 第30間 藤田・平見 貞光・中商 一一宮・朝熊 田代・岩崎 23 

平成12年 第31囲 藤田・平見 島村・家城 後藤・森 田代・加藤 28 

平成13年 第32回 福島・矢田 中川・服部 村田・竹中 森・杉本 24 

平成14年 第33回 団代;・出口 八太・野田 二宮・朝熊 伊藤・杉野 24 

平成15年 第34回 新谷・太田 田代・加藤 矢野・松岡 藤田・平見 28 

平成16年 第35回 藤田・森 田代・石川 小坂・二宮 黒宮・早川 17 

平成17年 第36回 早川・藤井 田代・平見 市川・藤原 南山・二宮 33 
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年 度 回 優勝 第ゴ位 参加数

平成18年 第37回 浅野・近藤 中・阿部 高田・)11村 28 

平成19年 第38回 藤田・浅生 石川・吉村 米谷・後藤田

平成20年 第39囲 出代・倉田 竹中・石川| 後藤・中筋 l----- 25 

OV55男子

年 度 回 優勝 準優勝 第三位 第二位

平成13年 第32回 霊谷・J11北 葛谷・藤沢 ----------4 

平成16年 第35回 藤沢・小林 野崎・大西 ¥ベー-----4 

平成19年 第38囲 渡辺・薮下 山村・真鈴)11----------平成20年 第39囲 松宮・田遺 山崎・安川 ----------5 

平成14、15、17、18年度は成立せず

優勝 準優勝

黒宮・早川1I竹中・薮内

@鈴鹿選手権大会ジュニアの部

ジ ュニア男子シ ングルス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参力臥数

昭和 51年 第 1 囲 ー木好永 小 宮久幸

昭和 52年 第 2 囲 村田 昭 別所勇治 35 

昭和 53年 第 8 回 須山秀基 高橋一仁 36 

昭和 54年 第 4 回 杉 谷 隆 之 北 山綱次 松田裕一 美濃部克哉 60 

昭和 55年 第 5 回 関谷憲生 山田 淳一 近藤正一 水原 徹 66 

昭和 56年 第 6 回 塚 田賢 一 中山 隆 柿沼 武 黒111 明彦 68 

昭和 57年 第 7 回 坂本正人 小林 勉 柿沼 武 村主隆行 45 

昭和田年 第 8 回 渥美博幸 前川佳昭 柿沼 武 高田 勝 39 

昭 和田年 第 9 回 清水 隆 原 将輝 達知利雄 渡辺裕治 44 

昭和 60年 第 10囲 渡 辺 裕 治 伊藤 ヨ彰kノ 長谷川勝昭 石田英慎 42 

昭和 61年 第 11囲 田中英貴 伊藤 彰 南山正樹 荻田 潔 35 
--'--
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年 慶 囲 優 勝 準 優勝 第 8 位 参力臥3訣

昭和 62年 第四回 馬 島 貞 義 藤田 刀* 山本康司 伊藤秀哉 47 

昭和 63年 第 13回 横 田 信 産 森川勝文 舘 貞人 長谷川友岐 48 

平成 l年 第 14囲 森川勝文 森下 功 加藤深志 服部浩樹 57 

平成 2年 第 15回 国本 明裕 森下 功 清水邦光 加藤 仁 61 

平成 8年 第 16囲 宮崎貴範 西岡真一 伊藤充輝 開田公ニ 67 

平成 4年 第 17囲 多賀久晴 伊豆 昇 小川真輝 伊藤貴俊 60 

平成 5年 第 18回 村上武久 山中義輝 山中乾史 中尾光宏 50 

平成 6年 第 19田 岡田 朗 太田 悟 丹羽雄介 堀川征人 61 

平成 7年 開催時期変更のため実施なし、以降 8月比実施

平成 8年 第 20回 不y民本 忠久 長谷光隆 坂禽孝俊 JlI村信久 48 

平成 9年 第 21回 駒田吉宏 服部謙一 前田暁利 岡野佳典 41 

平成 10年 第 22回 永井智之 鈴木 崇宣 間野佳典 河合陽太 39 

平成11年 第23回 河合陽太 岸本圭太 辻内達也 平井英太 25 

平成12年 第24回 永井博 小林勇太 西川素史 中浜康二朗 64 

平成13年 第25回 平塚裕一 水野雄介 中野裕 平井勝樹

平成14年 第26田 竹中理 水谷高大 増田章伸 落合一臣

平成15年 第27回 豊田啓吾 北川哲也 森田浩史 服部一歩 79 

平成16年 第28回 占川i貴浩 田中聡 石井文夫 草川祐一 82 

平成17年 第29回 古川朔太 佐々木一真 長閑俊樹 紙本雄介 116 

平成18年 第30回 田中晴彦 世古口大輝 長岡俊樹 鈴木大黄 104 

平成19年 第31回 吉川朔太 鈴木大貴 堀内基希 服部雄大 78 

平成20年 第32回 平野央 長田裕介 t瀧 雅 巳 吉村拓自 72 

綾子=ヰ選。鑓〈コ録。総ー縫c 録。 〉幾c 緩c 量善

- 35.~ 



ジュニア女子シ ン グ ル ス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加入数

昭和 51年 第 1 回 尾崎哲子 磯野佳津美 14 

昭和52年 第 2 回 梅田明子 浦上明美 20 

昭和国年 第 8 囲 川崎明美 梅田明美 29 

昭和 54年 第 4 回 梅 田 明 子 吉崎由美子 水谷弘子 戸田裕子 33 

昭和 55年 第 5 回 大友和美 篠木美和子 梅田明子 宇井千里 52 

昭和 56年 第 6 回 梅 田 明 子 大友和美 村木真由美 長田 緑 67 

昭和 57年 第 7 囲 今回貴子 長田 緑 前野尚美 水谷あゆみ 53 

昭和 58年 第 8 回 今回貴子 長田 緑 佐藤洋子 大和妹津子 24 

昭和59年 第 9 回 長田 緑 大和妹津子 河野展子 西国洋子 48 

昭和 60年 第 10回 豊田信子 木下豊子 長田明子 山崎ミユキ 43 

昭和61年 第 11囲 安中みちる 豊 田 信子 佐藤友美 伊藤妙子 37 

昭和 62年 第 12回 安中みらる 松谷直美 佐藤友美 別所由美子 40 

昭和 63年 第 13回 別所由美子 在間新子 小倉香織 加藤珠紀 48 

平成 1年 第 14回 加 藤 珠 紀 日高三恵 中村裕美 丹羽恵美 44 

平成 2年 第 15回 折 戸 雅 子 舘ゆぐみ 石崎真由美 加藤史恵 36 

平成 8年 第 16回 前川幸子 藤井和子 紙谷友美 小泉二三 56 

平成 4年 第 17回 寺 田 小 巻 紙 谷友美 伊藤恵美 藤井万澄 38 

平成 5年 第 18回 川原奈美 坂崎美由紀 坂崎友紀 上野真樹子 30 

平成 6年 第 19固 川原奈美 麻生真由 石崎 愛 大畑幸子 38 

平成 7年 開催時期変更のため実施なし、以降8月に実施

平成 8年 第 20回 堤さとみ 西田友紀 金武智子 伊藤加代 48 

平成 9年 第 21回 伊藤加代 三村 歩 大西智恵 舘 明子 23 

平成10年 第 22回 堤 裕子 宮田員弓 萩真理子 西村真理子 14 

平成11年 第23回 堤祐 子 岡崎純子 上原彩 岩下ひとみ 15 

平成12年 第24回 中子智尋 中村郁子 山中万里子 小林位江 18 

平成13年 第25回 小林位江 田代尚子 水野枝里 伊藤裕子

平成14年 第26回 一色香澄 林麻衣子 佐藤麻衣 藤田理恵

平成15年 第27回 中沢亜希 秦 祐子 一色香澄 佐藤麻衣 40 
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年度 回 優勝 準優勝 第三位 第コ位 参加数

平成16年 第28田 伊 東 歩 美 坂本香織 太田美紀 福 島 香 織 16 

平成17年 第29回 西井綾 中村晃子 太問美紀 大谷美貴 35 

平成18年 第30囲 石 垣 綾 香 森下恵梨菜 江見優生乃 早川早帆子 34 

平成19年 第31同 岡田優恩 瀧 津 彩 美 太 田 奈 緒 米谷香里 45 

平成20年 第32回 商本麻衣子 田嶋愛花 粂 千愛 尾藤早希 40 

ジュニア男子ダブルス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加組

昭和 51年 第 l 田 ダブルスは第2固から

昭和 52年 第 2 囲 坂上・別所 福田・村田 22 

昭和国年 第 8 囲 須山・水谷 高橋・坂本 22 

昭和 54年 第 4 囲 北山・峯山 志治・美濃部 羽田・伊藤 服部・村田 31 

昭和 55年 第 5 囲 水谷・下 村田・坂上 山本・山田 31 

昭和 56年 第 6 囲 塚田・堀田 黒川・舘 吉田・坂本 16 

昭和 57年 第 7 囲 村主・佐々 木 黒J11・坂本 小林・柿沢 井上・林 27 

昭和 58年 第 8 回 高橋・佐々 木 高田・藤田 高橋・中条 渥美・山越 29 

昭和59年 第 9 回 古市・渡辺 清水・原 堂原・武知 達知・出関 20 

昭和 60年 第 10回 石田・後藤 田中・伊藤 玉田・早川 小林・池畑 20 

昭和 61年 第 11回 田中・伊藤 宇井・横川 萩野・萩田 北村・杉本 10 

昭和 62年 第 12回 馬島・伊東 藤田・浜口 矢田・末永 山本・原田 17 

昭和63年 第 13回 横田・長谷川 豊田・東 岡村・五味 太田・清水 22 

平成 1年 第 14回 加藤・北村 岡村・五味 東山・清水 太田・森下 24 

平成 2 年 第 15回 清水・東山 国本・加藤 戸松・海野 菅野・伊藤 27 

平成 8 年 第 16囲 西岡・岡田 奥野・宮崎 多賀・真下 伊藤・世古口 19 

平成 4 年 第 17囲 多賀・伊藤 村上・山中 佐藤・真下 山中・構江 29 

平成 5 年 第 18回 山中・堀内 村上・山中 人見・曽根 中尾・水野 26 

平成 6 年 第四国 岡田・堀川 太田・上谷川 清水・岡田 永田・川村 一

平成 7年開催時期変更のため実施なし、以降8月に実施

平成 8年 第 20囲 不フ民本 • } 11村 永田・古賀 坂禽・清水 丹羽・駒田 20 

平成 9年 第 21回 永井・大河原 駒田・前田 後藤・服部 鈴木・間野 20 
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年 度 囲 優 勝 準優 勝 第 8位 第 8位 |参加組

平成10年 第 22田 鈴木・岡野 永井・堀川 平井・北住 河合・瀧川 18 

平成11年 第23回 奥村・小崎 辻内・岡田 松田・瀧川 永井・小林 12 

平成12年 第24回 小林・鈴木 西川・山口 岡田・林 加藤・佐本 29 

平成13年 第25回 平塚・平井 日置・水野 樋尾・西村 福田 e島村

平成14年 第26囲 水谷・竹中 水野・落合 平松・黒官 立木・増田

平成15年 第27回 林・福田 豊田・森田 田中・堀 浜畑・服部 35 

平成16年 第28回 田中・一色 古川・原田 野呂・浅野 杉本・宮崎 37 

平成17年 第29回 加藤・加藤 佐々 木・紙本 豊田・松本 今西・伊藤 46 

平成18年 第30回 田中・小竹 吉村・瀧津 平野・長岡 伊東.}II喜田 43 

平成19年 第31回 金森・平野 古川|・加藤 堀内・加藤 鈴木・伊藤 41 

平成20年 第32囲 多回・中村 吉村・服部 坂田・平野 長田・西依 32 

:.，/ .::1. ア 女子ダブルス

年 度 囲 優 勝 準優勝 第 8位 第 3位 参加組

昭和 51年 第 l 回 夕、、ブ、Jレスは第 2固から

昭和田年 第 2 回 仲見・浦上 梅田・田中 18 I 

昭和53年 第 8 回 川崎・梅田 酒井・陸 19 

昭和 54年 第 4 回 梅田・篠木 尾崎・河村 門野@堀川 市j11 .水谷 25 

昭和 55年 第 5 田 梅田・穣木 倉田・足立 高木@吉田 29 

昭和 56年 第 6 囲 村木・倉田 吉岡・中西 寺島・上田 5 

昭和 57年 第 7 回 大和・長田 木下・安江 大浦・渡辺 前野・竹内 27 

昭和 58年 第 8 回 大和・長田 西田・今田 山崎・今村 佐野・西掘 25 

昭和 59年 第 9 間 河野・小川 出口・桜井 篠木・鈴木 杉野・倉田 19 

昭和 60年 第 10回 豊田・広瀬 木下・山崎 栗本・草深 長田@高山 18 

昭和 61年 第 11囲 安中・豊田 佐藤・森 本村@仮屋 沢井・大場 17 

昭和 62年 第 四囲 費ヰゴ・佐藤 河本・松谷 太田・倉田 別所・仮屋 17 

昭和 63年 第 13回 別所・在間 小倉・阪倉 山J11・世古 日高・長谷部 22 

平成 1年 第 14回 日高・長谷部 加藤・申村 石崎・館 阪窟・折戸 22 

平成 2 年 第 15回 村山・鈴木 石崎・館 前川・坂本 徳永・ J11北 18 

平成 8 年 第 16回 藤井・伊森 紙谷・奥田 西村・水谷 佐藤・前川 24 

平成 4 年 第 17回 寺田・藤井 紙谷@蝦名 阿野・中川 伊藤・ 111原 14 
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年 度 回 |優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加組

平成 5年 第 18田 上野・坂崎美 川原・加藤 伊藤・坂崎友 大畑・麻生 20 

|平成 6年 第四回 川原・麻生 大畑・加藤 石垣・西田 小辻・堤 19 

平成 7年 開催時期変更のため実施なし、以降8月に実施

|平成 8年 第 20困 酉田・堤 青木・伊藤 西村@草深 岡田・加太 24 

平成 9 年 第 21囲 伊藤・舘 三村・渡辺 岡田・坂田 大西・伊藤 14 

|平成 10年 第 22開 宮田・堤 西村・萩 岡崎・岩下 矢田・上原 7 

平成11年 第23回 堤・岡崎 岩下・矢田 上原・田中 古川・前川 7 

平成12年 第24岡 中子・小林 前r1J・山中 奥田・伊藤 東口・水野 8 

平成13年 第25田 伊藤・中村 水野・小林 平田・駒田 -----平成14年 第26回 中村・駒田 伊藤・平田 藤田・矢田 森・林

平成15年 第27回 樋口・米住 泉・林 青木・西田 -~.色・尾市 25 

平成16年 第28囲 太田・福村 台岡・矢田 ----------6 

平成17年 第29回 服部・吉山 大谷・大谷 安宅・冨岡 中村・西井 18 

平成18年 第30回 石垣・森下 江見・千葉 岡出・藤井 安宅・冨田 15 

平成19年 第31囲 米谷・太田 南山・松田 谷川|・伊藤 -----19 

平成20年 第:32回 旗手・西本 田向島・清水 尾藤・粂 笠間・市川 16 

.市長杯争奪大会

男 子 ダ フ J レ ス

年 度 回 優 勝 準擾勝 第 8位 第 8位 参加組|

昭和 45年 第 1 田 吉村・伊藤猛 渡辺・伊藤 32 

昭和 46年 第 2 回 渡辺・前田 藤牧・中野 16 

昭和 47年 第 8 回 藤牧・平野 渡辺・坂 19 

昭和 48年 第 4 田 前田・六谷 薮下・米JII 26 

昭和 49年 第 5 田 前田@六谷 瀬良・堀 44 

昭和 50年 第 6 田 近藤・渡辺 前田・六谷 30 

昭和 51年 第 7 田 近藤・渡辺 前田・林 39 

昭和 52年 第 8 回 薮下・米川 六谷・伊熊 36 

昭和 53年 第 9 回 近藤・渡辺 儀賀・北篠 47 

昭和 54年 第 10国 米田・伊藤 近藤・渡辺 砂原・矢口| 鈴木・粟谷 57 

昭和 55年 第 11田 白木・長谷 浜西・山中 田村@問村 鴫谷・渡辺 53 
L.__ 
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年 度 囲 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加組

昭和 56年 第 12回 近藤・渡辺 鈴木・粟谷 開田・井口 薮下・甲斐 70 

昭和 57年 第 13回 米川・斉木 村田・長田 渡辺・浜西 葛山・森田 71 

昭和 58年 第 14回 米111・井口 六谷・伊熊 山本・中山 鈴木・粟谷 73 

昭和 59年 第 15回 伊藤・稲垣 佐藤・山中 井口・豊田 北111・佐藤 64 

昭和60年 第 16回 北111・長田 浜西・伊藤 豊田・山下 井口・斉木 61 

昭和 61年 第 17回 北111・長田 藤沢・矢田 渡辺・斉木 伊熊・新居 49 

昭和 62年 第 18囲 井口・大石 北川・長田 山中・伊熊 薮下・渡辺 48 

昭和 63年 第 19回 井口・斉木 山崎・森川 薮下・渡辺 横田・林 43 

平成 1年 第 20回 横田・北111 勝因・森川 大石・伊藤 薮下・渡辺 32 

平成 2年 第 21田 谷口・遠藤 伊藤・斉木 松岡・吉川 北川・大石 36 

平成 8年 第 22回 井上・北川 稲垣・谷口 斉木・井口 伊藤・林 44 

平成 4年 第 23回 大石・井上 北川・井口 勝田・森川 小宮・鈴木 50 

平成 5年 第 24田 高橋・高橋 井口・斉木 伊藤・橋岡 勝田・吉川 77 

平成 6年 第 25回 横田・林 井口・斉木 高橋・高橋 渡辺・辻 44 

平成 7年 第 26回 渡辺・堤 水谷・北川 大石・今村 勝田・吉川 55 

平成 8年 第 27回 勝田・吉川 谷j11 .森川 伊藤・林 樋口・後藤 59 

平成 9年 第 28回 渡辺・市111 森下・山中 横田・徳重 高橋・高橋 42 

平成 10年 第 28回 高橋・市川 山申・堀内 森川・林 横田・徳重 34 

平成11年 第30回 谷川|・鈴木 森・森橋 勝田・開田 清水・豊田 30 

平成12年 第31回 長田・佐藤 谷口・高橋 山川・日下部 水野・伊豆 19 

平成13年 第32回 BILLY'谷口 駒田・武田 森)11・林 樋口・後藤 32 

平成14年 第33回 村上・酒穂 長田・佐藤 山中・森 高橋・有竹 21 

平成15年 第:34回 谷川・林 高橋・尚播 田中・谷口 鈴木・有竹 26 

平成16年 第35回 伊藤・海野 古)11.岡田 岩谷・原田 谷口・田中 36 

平成17年 第36回 加藤・藤閏 川並・渡辺 鈴木・有竹 前回・河村 45 

平成18年 第37回 加藤・柴山 高橋・高橋 土田・渡辺 田中・加藤 46 

平成19年 第38回 川並・竹内 鈴木・藤田 高橋・高橋 -----28 

平成20年 第39回 丸 ~LJ ・正木 山中・伊藤 前回・村上 岩本・回垣内 46 

=総=>緩号機
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OV45男子

年度 回 優勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年 第1回 斉木武・岩谷 斉木・中嶋 ----------4 

平成15年 第2回 山本・古市 岡田・田沼 ----------6 

平成16年 第3回 松宮・田辺 津鵠・北野 岡田・田詔 今村・杉浦 8 

平成17年 第4回 古市・今井 岡田・山崎 ----------7 

平成18年 第5回 松宮・田辺 鈴木・平尾 森)11・清水 今井・古市 10 

平成19年 第6回 岸・辻 中島・中畑 津潟・今村 今井・古市 8 

平成20年 第7田 岸・辻 今井・古市 山田・清水 山根・J馬路 7 

女子ダブルス

年 度 田 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参羽臥数

昭和 45年 第 l 囲 一

昭和46年 第 2 国 町谷喜代子 単 4

昭和 47年 第 8 田 一

昭和 48年 第 4 回 小浜・峰村 8 

昭和49年 第 5 回 杉野・ J11井 9 

昭和 50年 第 6 間 服部・山田 5 

昭和 51年 第 7 回 杉野・石渡 鈴木・瀬古 11 

昭和 52年 第 8 回 杉野・石渡 桜井・吉村 15 

昭和国年 第 9 回 川崎・梅田 岡野・古田 11 

昭和 54年 第 10囲 樋口・陸 コ角・三輪 川村・水原 古田・岡野 24 

昭和55年 第 11凶 三角・古田 河本・佐々 木 窪田・橋本 石谷・佐藤 16 

昭和 56年 第 12回 三輪・古田 平林・日置 三角・中田 川名・川村 18 

昭和 57年 第 13回 樋口・宮本 梅田・梅原 金田・大日万 日置・寺本 24 

昭和 58年 第 14回 三輪・渡辺 浦和・河本 奥川・鈴森 伊藤・増井 13 

昭和 59年 第四 国 梅田・梅原 三輪・河本 大友・佐々 木 奥川1・比嘉 19 

昭和 60年 第 16囲 大友・梅田 大角・小竹 龍山・増井 厳根・佐々木 21 

昭和 61年 第 17囲 申西・佐々 木 大友・吉111 岡田・中国 山納・阪 27 

ロ鑓c 録。鍵<:>録。善吾
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年 度 回 | 優 勝

昭和 62年 第 18田

昭和 63年 第 19囲

平成 1年 第 20回

平成 2年第 21回

平成 8年 第 22悶

平成 4年 l 第 23回

平成 5年

平成 6年

平成 7年

平成 8年

平成 9年

平成 10年

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

OV55男子

年度

平成19年

平成20年

第 24回

第 25囲

第 26回

第 27回

第 28回

第 29囲

第30回

第31田

第32囲

第33回

第34囲

第35回

第36回

第37回

第38囲

第39回

総c 梼ーコ鑓〈場c載中鑓<>器一

大友・古川

杉本・豊田

中西・宝

後藤・藤田

河本・梅田

梅原・水谷

藤田・浅生

藤田・平見

田島・田代

藤田・平見

田島.r担屠

藤田・平見

藤田・平見

藤田・平見

藤田・平見

藤田・平見

島村・土井

島村・浅井

島村・浅井

藤田・吉村

藤田・平見

藤田・浅生

準優勝

申西‘佐々木

東日・湊

後藤・平屠

服部@谷口

梅原 e水谷

河本・梅田

島村・宮崎

山田・萩

後藤・木室

伊藤・小野寺

後藤・貞光

田代・島村

梅原・福島

家城・島村

国代・家城

黒宮・早川

岩時・二宮

永井・浅野

岩崎・二宮

薮内・阿部

笹井・~1J下

薮内・高橋

一 42-

第 8位 第 8位 |参加組

平尾・後藤 岡田・申田 13 

中西・佐々木 梅原・玉巴 22 

15 

開田・桑野 佐藤・藤田孝 22 

伊藤・藤田 稲垣・佐藤 21 

後藤・佐藤 藤田・浅生 24 

森田・米山 山田・萩 26 

後藤・田代 島村・家域 28 

山田・萩 倉岡・村田 30 

宮崎・田代 矢田・伊藤 26 I 

田代・信藤 梶野・井上 25 

多国・岩崎 伊藤・小野寺 21 

後藤・木室 田島・鈴木 22 

後藤・森 二宮・朝熊 22 

貞光・矢田 東日・後藤 18 

稲垣・小島 三宮・小坂 19 

宮崎・竹代 高橋・駒田 21 

鎌田・阿部 吉村@東口 20 

東口・倉田 石川・吉村 36 

矢野・後藤田 竹代・寺村 32 

浅生・伊藤 ------32 

田代・倉田 中筋・後藤 28 

c考書<""-->縫<>鑓c 録。鑓<:>鑓〈輔G 鑓〈ヰ量号



.鈴鹿オープンシングルス選手権大会

男 子シングルス

年 度 囲 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参人加数

昭和 51年 第 l 回 吉村 猛 渡辺武志 22 

昭和 52年 第 2 回 吉村 猛 林 茂 21 

昭和田年 第 8 回 砂原 衛 浜辺昭雄 23 I 
昭和 54年 第 4 回 伊藤三雄 薮下久生 21 

昭和55年 第 5 回 浜 西 利 章 渡 辺 武 志 20 

昭和国年 第 6 回 伊 藤 三 雄 渡辺武志 甲斐雄二 23_J 

昭和 57年 第 7 回 米川一也 平林克也 19 

昭和 58年 第 8 囲 米国幸夫 浜西利彦 26 

昭和 59年 第 9 回 浜西利彦 井口 健 平林克由 13 

昭和 60年 第 10回 山崎謙治 長 田 孝 雄 26 

昭和 61年 第 11回 山崎謙治 鬼頭幸男 若山真一郎 柳川洋史 116 

昭和 62年 第四回 鬼頭幸男 伊 藤 三 雄 大平和輝 勝田成仁 97 

昭和 63年 第 13囲 勝田成仁 鬼頭幸男 山崎謙治 柳川洋史 109 

平成 1年 第 14囲 横田直樹 水谷 豪 角 由信 樋口雅也 127 

平成 2年 第 15国 鬼頭幸男 大平和輝 北川俊秀 勝田成仁 127 

l 平成 8年 第 16回 鬼頭幸男 勝 田 成 仁 横田直樹 井上晃一 165 

平成 4年 第 17回 横田直樹 山崎謙治 大石敏男 畑中政実 135 

平成 5年 第 18回 大石敏男 高橋尚樹 柴田 勇 中野裕史 135 

平成 6年 第四国 瀬 古 征 弘 森下 功 浜辺正雄 福山克幸 116 

平成 7年 第 20困 高 橋 尚 樹 古 山 直 征 水谷正典 梶山義成 158 

平成 8年 第 21囲 横 田 直 樹 浜辺正雄 角 由信 山寄真吾 130 

平成 9年 第 22闘 大 石 敏 男 吉 川 佳 男 勝田成仁 瀬古征弘 111 

平成 10年 第 23回 大石敏男 山本竜彦 長谷川 1 良 鏡 亮太 86 

平成11年 第24回 大石敏男 村上武久 伊藤譲治 岡田朗 88 

平成12年 第25回 ロパート 大石敏男 岸田尚二 稲葉雄志 116 

平成13年 第26回 岸田尚二 西牟 仁晴 角 由信 川岡均 89 

平成14年 第27回 福田龍雄 伊藤三雄 海野正幸 仲 越哉 79 

平成15年 第28回 豊田和己 伊藤譲治 内山道之 駒田吉宏 122 

録。鑓<=縫〈載。鑓ζ 〉録。縫〈 嘱 c 鍵c 縫c 豊富c 縫<=総c 縫c 総c 喜善
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年度 回 優勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成16年 第29回 大石敏男 今村幸男 駒田吉宏 永里祐次 116 

平成17年 第30回 大石敏男 駒田吉宏 吉川龍司 水野大伸 97 

平成18年 第31恒l 大石敏男 内山道之 谷口智哉 出口真 117 

平成19年 第32回 西岡靖雄 久志本章史 西村知之 児玉佳樹 92 

平成20年 第33開 大石敏男 西岡靖雄 西村知之 内山道之 104 

女子シングルス

年 度 国 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加人数

昭和 51年 第 1 回 杉野早苗 8 

昭和 52年 第 2 囲 杉 野 早 苗 陸 浩子 10 

昭和53年 第 8 回 111崎明美 梅 田明子 10 

昭和 54年 第 4 回 樋口京子 三輪由紀子 10 

昭和 55年 第 5 囲 樋口京子 三輪由紀子 12 

昭和 56年 第 6 回 樋口京子 平 林員弓 梅田明子 14 

昭和 57年 第 7 囲 梅 田 明 子 梅 原頼子 15 

昭和 58年 第 8 回 金田充早恵 梅田明子 16 

昭和 59年 第 9 回 梅田明子 村木真由美 大友和美 12 

昭和 60年 第10囲 大 友 和 美 佐々木泰子 中西寿恵子 13 

昭和 61年 第 11回 大 友 和 美 山下甑子 桜井文乃 大井元子 29 

昭和 62年 第 12回 大友和美 松谷直美 柴田恵美子 吉沢久子 18 

昭和 63年 第四回 加藤ゆり 大友和美 後藤由美子 立石素子 7 

平成 1年 第 14回 藤 田 純 子 立石素子 高橋のぞみ 田村久子 19 

平成 2年 第 15回 藤田純子 後藤由美子 伊藤里美 大井元子 35 

平成 8年 第 16田 藤田純子 島村純子 後藤由美子 井上洋子 46 

平成 4年 第 17回 島 村 純 子 稲垣小百合 藤田純子 小野抄よ子 47 

平成 5年 第 18囲 島村純子 藤田純子 後藤智代美 荒木真理子 33 

平成 6年 第 19回 寺本みか 平見世津子 白川真理 藤田純子 37 

平成 7年 第 20囲 111崎 恭 子 田島雅美 寺本みか 本室栄子 41 

平成 8年 第 21回 秋豆えりな 家城美智子 後藤智代美 梶原加生里 35 

平成 9年 第 22回 川床 萌 家城美智子 後藤智代美 岩越鞭子 40 

平成 10年 第 23回 伊藤亜理沙 岩越綾子 後藤智代美 梶原加生里 28 

=>総c 幾c 鑓=縫ー縫c 害毒
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年度 回 優勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成11年 第24回 中)11梓由美 中山倫紀子 寺本みか 田島雅美 43 

平成12年 第25屈 田島雅美 寺本みか 梶原加生里 服部なな子 53 

平成13年 第26回 大揮恵利子 勝本 JI慎子 田辺孝子 竹中真寿美 29 

平成14年 第27回 中沢亜希 豊田尚子 鈴木真優子 伊東歩美 33 

平成15年 第28回 中沢亜希 豊田尚子 竹中真寿美 後藤田みな 34 

平成16年 第29回 寺村真貴子 伊東歩美 鈴木真優子 黒宮梨恵 34 

平成17年 第30囲 大谷美貴 広本容子 竹代マスミ 大j宰恵利子 20 

平成18年 第31回 江見擾生乃 岡田優里 藤井美咲 千葉南奈 28 

平成19年 第32回 久保田詩織 山中淳子 中嶋喜美子 -----13 

平成20年 第33田 中嶋喜美子 久保田詩織 鈴木千夏 -----11 
一一一

-家庭婦人大会

Lノ ン ゲ Jレ ス

年 度 囲 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 安裂
シンクツレスは第 2囲より

昭和 55年 第 2 回 三輪由紀子 申 田 部 代 古田桂子 14 

昭和 56年 第 8 回 三輪由紀子 日高由紀子 河本美代子 占国桂子 20 

昭和田年 第 4 回 三輪由紀子 日高由紀子 河本美代子 申田郁代 22 

昭和 58年 第 5 回 桑野文子 申 田 部代 浦和スエ子 川村和歌子 24 

昭和 59年 第 6 回 佐々木泰子 中西寿恵子 鈴木節子 浜辺嘉寿代 28 

昭和 60年 第 7 間 中西寿恵子 服部孝子 JII村和歌子 田辺かづ子 28 

昭和 61年 第 8 回 吉 沢 久 子 阪 雅子 浜辺嘉寿代 宝紀久子 32 

昭和 62年 第 9 回 鈴村敦子 宝 紀 久 子 藤田純子 西山理枝子 28 

昭和 63年 第 10回 後藤由美子 中 田 郁代 立石素子 浜辺嘉寿代 33 

平成 1年 第 11回 藤田純子 湊 敬子 鈴木いしゑ 立石素子 39 

平成 2年 第 12回 宝 紀 久 子 後藤由美子 鈴木いしゑ 西山尚子 32 

平成 8年 第 13回 藤田純子 平見i宜F聖子 浜辺嘉寿代 伊藤里美 32 

平成 4年 第 14囲 島村純子 竹 中 香 代 平見世津子 宝紀久子 35 

平成 5年 第 15回 藤田純子 小野寺かよ子 後藤智代美 加藤典子 41 

平成 6年 第 16回 宮崎美智子 後藤智代美 川島晴子 矢田真知子 25 

平成 7年 第 17回 後藤智代美 阪 雅子 山田千佳子 大谷延子 18 

〉録c輔<>鋳コ幾c 総c 録中緩〈ユ録。鑓〈コ緩や援。鑓c 善幸
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年 度 回 優 勝 準 優勝 第 8位 第 8位

平成 8年 第 18回 二宮里美 大 谷延子 阪 雅子 岩崎ゆみ子

ダブルスに変更

平成 9年 第 l回|谷口・萩原伊藤・小野寺岩崎・小久保村田・貞光 32 

平成 10年第 2回|平見・杉山 島村・浅生 宮崎・貞光 力[藤・小野寺 32 

タ守 フ Jレ ス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加組

昭和 54年 第 1 回 三輪・三角 岡野・古田 川村・水原 申田・森田 17 

昭和何年 第 2 回 三輪・岡野 日高・七崎 河本・佐々 木 水原・申田 19 

昭和56年 第 8 回 三輪・古田 日高・河本 申田・三角 岡野・水原 18 

回和 57年 第 4 回 三輪・日高 古田・河本 桑野・田申 浦和・岩崎 21 

昭和 58年 第 5 回 申田・佐々 木 桑野・田申 川村・水原 若林・岩崎 18 

昭和 59年 第 6 回 河本・浦和 岡田・清水 川村・水原 田辺・浜辺 20 

昭和 60年 第 7 回 桑野・田申 西山・岡田 申西・平尾 16 

昭和 61年 第 8 回 川村・服部 西山・申田 田辺・吉沢 浜辺・清水 32 

昭和 62年 第 9 回 後藤・松田 岡田・申田 鈴村・立石 西山・神田 28 

昭和 63年 第 10回 平尾・立石 東口・湊 浜口・申世古 加藤・山納 30 

平成 1年 第 11回 東口・湊 平尾・申西 松原・宮河 荒井・林 35 

平成 2年 第 12囲 伊藤・高橋 平野・浅生 鈴村・平屠 川島・中世古 38 

平成 8年 第 13回 後藤・田代 川北・見取 竹申・鈴村 谷口・湊 29 

平成 4年 第 14回 藤田・林 渡辺・竹中 山域・浅生 小山・落合 40 

平成 5年 第 15回 秋山・大鷲 藤田・家城 村田・貞光 中西・宝 37 

平成 6年 第 16回 藤田・平見 伊藤・小野寺 坂倉・米山 江角・山田 31 

平成 7年 第 17回 草川・加藤 田島・田代 中西・宝 江角・前田 39 

平成 8年 第 18囲 田島・田代 落合・宮崎 村田・倉岡 北川・浜口 41 

平成 9年 第 19回 申西・宝 菅野・岩崎 後藤・木室 加藤・小野寺 43 

平成 10年 第 20回 杉山・藤田 多国・岩崎 二宮・岩井 田島・貞光 29 
一一一 J
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-鈴鹿レディース

春季

年度 回 復勝 準優勝 第三位 第コ位 参加数l

平成11年 第3田 島村・大揮 貞光・後藤 森本・田中 後藤・岩崎 31 

平成12年 第4田 森・後藤 宝・森(輝) 益川・渡辺 -----31 

平成13年 第5回 中尾・土井 東口・渡辺 大津・岩崎 -----30 

平成14年 第6回 村田・森 南山・薮内 二宮・浜野 山下・大津 40 

平成15年 第7回 貞光・矢田 永井・二宮 黒宮・早川| 竹代・浅井 40 

平成16年 第8回 永井・二宮 高橋・岩崎 貞光・竹中 山村・田辺 32 

平成17年 第9回 黒宮・早川! 二宮・南山 吉村・東日 竹中・浅井 32 

平成18年 第10閲 石川・吉村 黒宮・早川| 播本・伊藤 高橋・後藤 32 

平成19年 第11囲 戸 )11・上田 倉田・浅井 後藤・高橋 山村・大井

平成20年 第四回 田代・倉田 中筋・後藤 土井・浅井 杉里子・前田 24 

秋季

擾勝 準優勝 第三位 第三位

大津・貞光 i竹中・村田|米山・石田 l後藤・杉平

シングルス

年度 回 擾勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成16年 第1@1 吉村知嘉子 浅野 f憂子 杉野裕子 大津恵利子 14 

平成17年 第2回 浅野優子 阿部洋子 浅 井 和f圭 鈴木恒美 16 

平成18年 第3回 阿部洋子 鈴木恒美 祖父江美也 大津恵利子 10 

平成19年 第4困 笠井和子 高橋のぞみ 宮河茂子 長尾桂瑛 13 

Aクラス

優勝 準優勝 第三位 第三位

田代・倉田|高構・官河 l阿部・大井

震勝 準優勝 第三位 第三位

笠井・小川 l高播・山下|梅林・樋口 l山上・鈴木

円

iA
A
 



-中勢選手権大会

一般男子シング Jレス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 3位 第 8位 参人加数

昭和50年 第 1 圏 白木徹夫 伊藤三雄 53 

昭和 51年 第 2 回 吉村 猛 鈴木 広 39 

昭和田年 第 8 回 浜辺昭雄 六 谷幸三 58 

昭和 53年 第 4 回 浜辺昭雄 米川一也 75 

昭和 54年 第 5 田 阪 政則 倉 田雄三 砂原 衛 米川一也 114 

昭和55年 第 6 回 浜 辺 昭 雄 小林 衛 巾井正人 長谷政美 93 

昭和 56年 第 7 囲 伊藤三雄 米田幸夫 志治良幸 三宅正之 156 

昭和 57年 第 8 回 申井正人 米川一也 三宅康文 浜西利彦 126 

昭和 58年 第 9 回 志治良幸 申井 正人 三宅正之 篠田和秀 152 

昭和 59年 第 10回 大川智弘 中井 正人 米川一也 山本 昇 133 

昭和 60年 第 11回 井口 健 山崎謙治 伊藤三雄 米田幸夫 182 

昭和 61年 第 四 国 井口 健 山崎謙治 中井正人 北川俊秀 190 

昭和 62年 第 13回 山崎謙治 伊藤三雄 中井正人 井口 健 118 

昭和 63年 第 14回 伊 藤 三 雄 山崎謙治 井口 健 角 由信 102 

平成 1年 第 15回 山崎謙治 伊藤三雄 角 由信 橋本真一 90 

平成 2年 第 16回 山崎謙治 岸江 浩司 横田直樹 勝田成仁 96 

平成 8年 第 17回 大石敏男 勝田成仁 北川俊秀 橋本真一 97 

平成 4年 第 18回 大石敏男 浜辺正雄 井上和男 柴田 勇 127 

平成 5年 第 19回 勝田成仁 浜 辺正雄 浜辺昭雄 岸[[ 浩司 155 

平成 6年 第 20回 山田慎也 畑中政実 角 由信 浜辺正雄 80 

平成 7年 第 21回 勝田成仁 高橋浩樹 伊藤三雄 吉川住男 105 

平成 8年 第 22回 浜口純一 浜 辺正雄 大平和輝 後藤由光 107 

平成 9年 第 23田 畑 申 政 実 柴田 勇 北川俊秀 伊藤三雄 103 

平成 10年 第 24回 大石敏男 角 由信 山本竜彦 村ーと 武久 110 

平成11年 第25回 池ケ谷敦 角 由信 村上武久 大石敏男 128 

平成12年 第26回 山本康司 稲波雄志 角 自信 中村健太郎 128 

平成13年 第27回 武田潤也 角 由信 柴 田 勇 駒田吉宏 128 

，=縫c 鋳 a 録中総中華華
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【載中鍵c 録中華毒

年 度 回 震勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成14年 第28回 鶴見秀 豊田和己 長田孝雄 水野大伸 92 

平成15年 第29回 谷川厚 駒田古宏 豊田和己 藤井義樹 88 

平成16年 第30回 福田龍雄 山中義輝 戸谷尚史 志田隆信 117 

平成17年 第31同 大石敏男 矢野洋 碇 谷 弘 晃 角 由信 115 

平成18年 第32回 大石敏男 槙本規秀 駒田吉宏 磯 同 勇 113 

平成19年 第33回 磯田勇 加藤仁 大石敏男 多田雄紀 128 

平成20年 第34回 川口智也 西川徹哉 三好拓郎 片 岡 裕 之 78 

一般女子シングルス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 」参ι加

昭和 50年 第 l 囲 田上幸代 田 申 朱 美 15 

昭和 51年 第 2 国 田 中 朱 美 杉野早苗 14 

昭和 52年 第 8 回 梅林真理子 竹 内 政 美 18 

昭和国 年 第 4 困 松浦慶子 8 

昭和 54年 第 5 回 樋口京子 海原恵子 松浦慶子 鎌形由美子 22 

昭和 55年 第 6 回 沢田正子 山口かがり 後藤寿水 坂ゆかり 20 

昭和 56年 第 7 回 宮木照美 伊 藤 暁 美 横井ひろみ 寺田久子 30 

昭和 57年 第 8 回 金田充早恵 梅 田 明 子 大日万和枝 中井美智子 35 

昭和 58年 第 9 回 梅田明子 後藤美鈴 寅井千寿 稲垣典子 21 

昭和 59年 第 10国 梅 田 明 子 三輪由紀子 梅原頼子 長野武子 32 

昭和 60年 第 11回 河本美代子 渡辺節子 平野文美 柴田恵美子 26 

昭和 61年 第四国 梅 田 明 子 河本美代子 阪 雅子 吉沢久子 25 

昭和 62年 第 13囲 大 友 和 美 横山孝子 申村久美子 渡部， 裕子 19 

昭和 63年 第 14酎 豊田信子 立 石 素 子 渡辺裕子 坂口あずさ 25 

平成 1年 第 15回 別所由美子 湊 敬子 立石素子 浜辺嘉寿代 5 

平成 2 年 第 16回 藤田純子 加藤珠紀 菅野房子 馬場和美 25 

平成 8 年 第 17回 藤田純子 平野育子 湊 敬子 伊藤里美 14 

平成 4 年 第 18回 藤田純子 島村純子 加藤典子 平野育子 27 

平成 5 年 第四国 平見世諒子 藤 田 純 子 田中加代子 後藤智代美 22 
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総c載。奨c 鋳〈

年 度 囲 優 勝 準優勝 第 8位 第 3位 参加人数

平成 6 年 第 20囲 杉山豊子 福島恵子 村山淳子 平見世蔀子 18 

平成 7 年 第 21回 中JII梓由美 田代千代 後藤智代美 阪 雅子 19 

平成 8 年 第 22囲 後藤智代美 田代千代 堤 さと美 木室栄子 25 

平成 9 年 第 23回 畑中里美 後藤智代美 矢田恵理子 林美貴子 34 

平成 10年 第 24囲 家城美智子 後藤智代美 島村純子 小木曽有紀 22 

平成11年 第25["'1 家城美智子 服部なな子 山田奈々子 後藤智代美 64 

平成12年 第26回 後藤智代美 家城美智子 福島真須美 黒田寿予 32 

平成13年 第27回 後藤智代美 大津恵利子 石垣愛 出口景子 32 

平成14年 第28回 出口景子 豊田尚子 棚橋十誌子 土井圭子 33 

平成15年 第29回 豊田尚子 大津恵利子 一色香澄 吉田京子 32 

平成16年 第30閉 寺村虞貴子 伊東歩美 大谷紗代 岡田あい 45 

平成17年 第31回 西井綾 後藤田さっき 高播のぞみ 中村晃子 29 

平成18年 第32四 鈴木彩加 中川愛海 太田美紀 問団優里 :37 

平成19年 第33回 辻みゆき 山北小夜花 柴山葵 南山倫子 36 

平成20年 第34回 江見優生乃 山遺千明 樋口視記子 堀内由実子 16 

ジュニア男子シ ン グ ル ス

年 度 囲 優 勝 準優勝 第 3位 第 8位
参加
人数

昭和 50年 第 1回 早川輝彦 小林文孝 43 

昭和 51年 第 2 図 一木好永 佐野収ー 48 I 

昭和 52年 第 8 田 豊田哲也 西 岡範夫 75 

昭和 53年 第 4 回 阪 政則 倉田裕三 64 

昭和 54年 第 5 回 志治良幸 美濃部克哉 峯山徹也 北山綱次 61 

昭 和田年 第 6 囲 水谷秀樹 下 秀樹 伊藤 塚田賢一 81 

昭和 56年 第 7 回 奥山 睦 塚 田賢一 中山 隆 古市素行 117 

昭和 57年 第 8囲 山田 篤 石川 歩 山本泰生 野呂禎也 100 

昭和 58年 第 9 田 柿沼 武 渥美博之 前川佳昭 松永信幸 64 

昭和 59年 第 10回 小 林 達 矢 野内 憲 一 高橋尚樹 酉村友和 91 

昭和60年 第 11囲 井 手 信 彦 森 竹晃之 石田英慎 田中英貴 99 

昭和61年 第四 囲 井 手 信 産 伊東宏明 別所英樹 平田憲作 109 

昭和62年 第 13囲 馬島貞義 藤田 泉 山本泰司 早川一路 95 

緩くコ縫c 総〈二〉認。鍵c 録中鍵c 総c 鑓=>縫〈ー
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総c 録中総c 録中鑓<>縫<>鑓〈ニ〉鑓c 縫<>録。鑓ζ :

年 度 回 震 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参入加挙ヤ

昭和63年 第 14回 馬島貞義 桂 義樹 金山竹史 竹内昭雄 95 

平成 l年 第 15回 森川勝文 矢 作 達 也 旗村勝俊 鈴木理雄 114 

平成 2年 第 16回 森下 :悶 清水罪防も 加藤尚幸u深海広司 151 

平成 8年 第 17囲 奥野孝行 加 藤 尚 利 家田毅士 西岡真一 192 

平成 4年 第 18困 藤田智也 北 尾 英 人 岩間大輔 信藤 優 200 

平成 5年 第 19回 村上武久 山中義輝 長尾住樹 田中章雄 182 

平成 6年 第 20国 永田篤史 土岐直司 小川雅也 川村信久 168 

平成 7年 第 21田 本フ民木 忠久 西 村 孝 宜 川村信久 坂倉孝俊 149 

平成 8年 第 22回 駒田吉宏 申谷重成 大河原大 中島智広 166 

平成 9年 第 23囲 柳川 豊 岡野佳典 羽多野裕之 永井智之 168 

平成 10年 第 24回 河 合 陽 太 田中俊輝 松下康平 崩寸健人 147 

一 一一一一

ジュニア女子シングルス

年 度 国 擾 勝 準震勝 第 8位 第 8位 参人加数

昭和50年 第 1囲 川井嘉子 矢橋智子 36 

昭和51年 第 2回 田中真佐子 阪美喜江 46 

第 8回 松浦慶子 森千佐子昭和52年 61 

昭和53年 第 4回 陸 浩子 家令 牧 41 

昭和54年 第 5囲 横井ひろみ 村 田 京 子 金沢貫弓 山口かがり 64 

昭和田年 第 6囲 大友和美 員弓美江子 村山直子 dやド千秋 82 

昭和国年 第 7 回 梅田明子 佐藤久美子 石谷佳誉子 長田 緑 77 

昭和57年 第 8 回 今 回 貴 子 申村浩子 稲垣典子 山崎鞭子 134 

昭和58年 第 9囲 今田貴子 長田 緑 佐野洋子 大和妹津子 105 

昭和59年 第 10田 揚利裕子 平野文美 大和妹葎子 筒井真奈美 112 

昭和60年 第 11田 木下豊子 辻井千織 松橋典子 田上弘美 139 

昭和61年 第 四l司 安申みちる 古田睦子 山田千恵子 矢田純子 101 

昭和 62年 第 13田 松谷直美 別所由美子 九鬼愛子 河本麻由美 93 

昭和 63年 第 14回 別所由美子 在 間 新 子 矢橋礼子 伊藤明美 112 

平成 1年 第 15囲 加 藤 珠 紀 前 川 穂 積 谷口枝美子 日高三恵 114 

豊富〈 コ鑓<>鑓<>鑓〈コ鑓<>鑓c 総c 鑓〈ご〉録中努<>告書
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年 度 田 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参人数加

平成 2年 第 16回 浅 井 裕 子 古川清美 奥山里花 田上稚枝己 147 

平成 8年 第 17囲 平田由紀絵 中村恭子 白石洋子 玉村京子 168 

平成 4年 第 18田 五家初音 鏡 千恵 玉村京子 白井貴子 199 

平成 5年 第 19回 佐々木千夏 山田秀子 伴 美穂 伊藤英美 163 

平成 6年 第 20回 来宮雅代 松井久美子 川原奈美 松島恵梨子 172 

平成 7年 第 21閲 松島恵梨子 杉本 香 石垣 愛 豊田 愛 187 

平成 8年 第 22回 伊藤加代 川口恵美 小浬佳那子 兼浦里英 150 

平成 9年 第 23回 小木曽有記 今 井若葉 申酉理恵 鈴木 薫 148 

平成 10年 第 24回 崎久保優子 萩真理子 永田まい子 堤 諸子 132 

申勢家麿婦人ダブルス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参事臨

昭和 53年 第 4 囲 杉田・織田 湯浅・掛橋 第 4回より家庭婦人が追加 26 

昭和 54年 第 5回 菊岡・財田 川村・水原 赤根・4嚇 後藤・安井 27 

昭和 55年 第 6回 三輪・三角 川村・水原 岡野・古田 後藤・川崎 21 

昭和 56年 第 7 回 菊岡・梅本 樋口@湯浅 赤根・小林 田中・内閣 32 

昭和 57年 第 8回 田申・和田 西井・ J11畑 若山・津布久 家城・竹尾 30 

昭和 58年 第 9回 川井・藤村 申田・佐々 木 田島・辻タ堂 鎌田・谷川原 1133 

昭和 59年 第 10回 田島仕ケ堂 申田・佐々 木 小段・等農 鎌田・谷川原 28 

昭和例年 第 11間 小段・等農 鎌悶・谷JI瞭 沼田・藤岡 上杉・平野~ 29 

昭和 61年 第四回 吉沢・西山 長崎・菅野 平尾・鈴村 平田・沼田 27 

昭和 62年 第 13回 横山・渡辺 鎌田・谷11原 岡田・田中 松本・長谷1111114 

昭和 63年 第 14回 申村・村中 菅野・井手 中国・申西 平野・梅田 28 

平成 1年 第 15囲 小段・平野 平尾・申西 角 -下野 加藤・今高 12 

平成 2年 第 16囲 草川・加藤 井手・河合 福島・山田 浜辺・鈴木 12 

平成 8年 第 17回 大津・河辺 青木・安本 沼田・島田 山田 -FI川 25 

平成 4年 第 18囲 山城・浅生 伊藤・谷口 福島・山田 鈴木・戸111 29 

平成 5年 第 19回 中西・宝 安本・青木 下里・家域 村田・倉岡 29 

平成 6年 第 20回 杉山・沼田 石塚・奥田 内藤・鈴木 二宮・岩崎 20 

平成 7年 第 21田 山田・本間 石塚・奥田 岩崎・木室 津田・長谷川 19 
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.会長杯争奪クラブ対抗団体戦

年 度 国 優 勝 準優勝 第 8 位 第 8 位 参加
チーム

昭和 48年 第 1回 三菱モンサント 東 洋 紡 10 

昭和49年 第 2回 富士電機A 鈴鹿高専 A 14 

昭和50年 第8回 三菱油化 鈴鹿高専 A 12 

昭 和 田年 第4回 富士電機 A 古河電工 11 

昭和52年 第5回 三菱モシサントA 富士電機 A 14 

昭和田 年 第6回 三菱モンサントA 藤倉電線 16 

昭和国 年 第7国 三菱モンサントA 教員クラブ 17 

昭和田年 第 8回 三菱モンサント A 爽 球 メz5zh 富 士電機 A 鈴鹿エーセスB A18 

三菱モンサント B 鈴鹿市役所 B 6 

昭和56年 第 9回 富士電機 A 亀山クラブ 藤 倉 電 線 教員クラブ A6  

日 東 紡 富 士 電 機 B 鈴鹿テニオ司好会 B 6 

昭和57年 第 10回 三菱モンサント A 三菱モンサントB 藤倉電線 A 富士電機 A A13 

三菱モンサント GOGOクラブ 藤倉電線 B STC Bチーム Bll 

昭和58年 第 11回 三菱モンサント A 三菱モンサントB 爽 球 よ二E』え 富士電機 A A15 

富士電機 B S T C B りんどうクラブ GOGOクラブ B16 

昭和田年 第2.2間 富士電機 A 爽 球 メヱ』王 Alll 

鈴 鹿 学 園 B 三菱モンサント E B 12 1 
昭和60年 第13囲 S T C A 富士電機 A A10 

S T C B テニス同好会 B20 

昭和61年 第14回 鈴鹿市役所 S T C A 富士電機 A 三菱モンサント A 8 

三菱モンサントB S T C B 三菱モンサントA 古河電工 B20 

S T C A S T C B スポーツセンター 鈴鹿ユニオンA 女10

昭和 62年 第 15回 鈴鹿市役所 S T C 三菱モンサント 本田技研 A 4 

S T C - A S T C - B B20 

S T C コスミック スポーツセンター 女12

昭和 63年 第16回 三菱モンサント 鈴鹿市役所 S T C 石 原 産 業 A 7 

大日本製薬 三菱モシサントB B 15 

コスミック アドバンス ニューノ、ーモニー チ ニL 1) 一女 9

援c 縫c 鑓<:
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年 度 囲 優 勝 準優勝 第 8 位 第 8 位 参加
チーム

平成 1年 第 17回 石原産業 S T C M S C 三菱モンサントA A 91 

S T C 中 部 電力 GOGOクラブ 古河電工 B221 

コスミック アドノすンス ベ ス ト T C 女 8

平成 2年 第 18回 市 f笠 所 コ菱化成 石原産業 三菱油化 A 81 

本 田 技 研 旭 イじ 成 鈴鹿市役所 S F T C B 16 I 

コスミック(1) Jレネッサンス F¥ ミ ン グ コスミック (2) 女12

平成 8年 第 19田 鈴鹿市役所 ルネッサンス TC ポ リ テ ッ ク 本田技研 A 7 

鈴鹿倶楽部 申部電力 GOGOクラブ ポリテック B 18 

コスミック ルネッサンス 女11

平成4年 第20回 1 S K ポリテック ク イ ン テ ィ 本 田 技 研 A 8 

オリンピック 藤 禽 電線 x: ス ト ポリテック B24 

コスミック ロランギャロ ベ ス ト ピエルネス 女15

平成5年 第21回 鈴鹿市役所 本田技研 ポリテック EX-Lスズ、カ A 5 

1 T O. TC フ レ、守ノ ク フ 鈴鹿市役所 I S K B 15 

チャティング Jレネッサンス ススカレディース プレイフェロー 女14
一一←→一一←『→F 十 L十 守←

平成 6年 第 22回 ロランギ、ャロ S KI鈴鹿市役所 ITO TC  8 

旭化成 (1) S F T ~J旭化成 ω S K (2) 24 

プレイフェロ} S T C ロランギァロ 鈴鹿レディース 5 

平成 7年 第 23回 ロランギャロ S K クインティ 本田技研 10 

鈴鹿市役所 N T T (B) EXーLスズカ Y G T C 18 

プレイフェロー S T C 伺) S T C 国 S T C 同 12 

平成 8年 第 24回 クインティ A S K S T C 鈴鹿 高 校 8 

フ :/ ク フ 東 、ノ コ菱化学 Y G T C 111 

チャティング STCひまわり STCコスモス 鈴鹿レディース 13 

平成 9年 第 25回 1 TO. TC  三菱化学 石薬師高校 鈴鹿市役所 8 

東 ソ 三菱化学 GOGOクラブ D F T 12 

ロランギァロ S T C (2) ア ゼ ア S T C (1 ) 8 

平成 10年 第 26回 1 0 B (1) 東 ソ I 。B (2) 8 

トライアングJレ D F T 四日市合成(1) 12 

S T C (2) S T C (1) ノ、 と ング 5 
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・会長杯

A級(男子)

年度 同 優勝 準優勝 第ゴイ立 第ゴ位 参加数

平成11年 第27回 10B ITO・TC 鈴鹿庭球塾 -----10 

平成12年 第28同 鈴鹿庭球塾 東ソー ITO・TC -----8 

平成13年 第29回 鈴鹿庭球塾 鈴鹿市役所 ドリフターズ -----5 

平成14年 第30田 東ソー 鈴鹿市役所 鈴鹿高専 -----4 

平成15年 第31問 鈴鹿庭球塾 本田鈴鹿 GOGOクラブ 鈴鹿市役所(A) 7 

平成16年 第32回 みさとテニス GOGOクラブ 鈴鹿庭球塾 -----5 

平成17年 第3~3回 みさとテニス GOGOクラブ 本田鈴鹿 -----8 

平成18年 第34回 東ソー GOGOクラブ(A) 鈴鹿市役所 -----6 

半成19年 第35回 GOGOクラブ 旭化成 ----------3 

平成20年 第36回 GOGOクラブ 鈴麗庭球塾 MMC -----19 I 

男子(B級)

年度 !日l 鍾勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成11年 第27[司 ロランインドア 旭化成 三菱化学(A) -----9 

平成12年 第28田 SKR-TC(A) 本田技研 三菱化学 ------11 

平成13年 第29凶 GOGOクラブ 三菱化学 SKR-TC TeamGET 8 

平成14年 第30回 鈴鹿市役所 二菱化学 富士ゼロックス DFT 6 

平成15年 第31囲 鈴鹿庭球塾 本田鈴鹿 SIISOB&OG チームスス+カ 12 

平成16年 第32回 CLAPS(A) 旭化成 DFT チームスス守カ(A) 13 

平成17年 第33同 SHSOB&OG(白) 鈴鹿高専 大日本製薬 -----18 

平成18年 第34回 本田鈴鹿 MMC 越後屋 大日本住友製薬 18 

平成19年 第35回 MMC(たま車旦) 旭化成 Liberty(A) 鈴鹿市役所(A) 18 

平成20年 第36回

ネ
J女

年度 回 優勝 準種勝 第三位 第三位 参加数

平成11年 第27[ri) ススーカテニスクラブ プレイブエロー ロランインドア -----9 

平成12年 第28凶 ビエルネス ロランインドア SLT(ノ¥ーモニー)----11 

平成13年 第29回 サミット(A) ロランインドア フレンズ サミット(B) 12 

平成14年 第30回 ロランインドア ススキカテニスクラブ、 Sun.step -----10 I 

平成15年 第31[1:!] 若松テニス(A) コナミ鈴鹿 クイーンズ サン'TC 12 

祭。 〉録。捧二〉録。告を=載中鑓中幾c 告書
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。録中縫合鍵〈ち緩く:>録中事吾

年 度 間 優勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成16年 第32回 TTC(A) コナミ鈴鹿 鈴鹿庭球塾 ロランインドア 12 

平成17年 第33囲 TTC ライズ ロランインドア Wing① 15 

平成18年 第34回 ロランインドア サミット(8) GOGOクラブ、

-----‘ 
16 

平成19年 第35回 サミット(A) GOGOクラブ サミット(8) -----12 

平成20年 第36囲 GOGOクラブ 楠スポーツ Wing -----9 

.サマージ、ユニアトーナメント

中学男子

年 度 回 優勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成12年 第1[1司 落合一臣 稲垣朔悟 加藤和紀 島田康平

平成13年 第2同 落合一臣 松下 哲 也 杉野圭 小 田 浩 史

平成14年 第3回 藤原和樹 山崎 貴 史 南 期 菊池裕貴 13 

平成15年 第4回 加藤悠馬 柴山紘輔 平 野 拓 馬 山 川 遥 平 9 

平成16年 第5回 田中晴彦 長岡俊樹 平野拓馬 丸山洋佑 23 

平成17年 第6回 長岡俊樹 長田 裕 介 小倉友輔 位田祐希 17 

平成18年 第7間 長岡俊樹 平 野 央 山本太一 小倉友輔 38 

平成19年 第8間 萩 貴智 後藤邦太郎 北川貴章 西)11.徹哉

平成20年 第9凶 西川|徹哉 荒木 友 也 川 村 悠 馬 神山一真 48 I 

中学女子

年度 回 優勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成12年 第1回 田代尚子 尾崎加奈子 樋口祥子 山村梨恵

平成13年 第2回 中沢亜希 間代尚子 藤井愛子 伊藤歩美

平成14年 第3回 中沢亜希 田代 尚 子 山 村 梨 恵 益川亜佐美 7 

平成15年 第4回 大西香穂里 中川愛望 吉村美稽 -----4 

平成16年 第5回 大谷美貴 太田 美 紀 堀田唯 田嶋愛花 6 

平成17年 第6回 南山倫子 加藤沙彩 北野亜紗実 稲葉真穂 8 

平成18年 第7回 野呂知力日 山崎稚奈 松田彩花 稲葉真穂 16 

平成19年 第8回 松田彩花 太田タ 貴 朴 未紗 山崎稚奈

平成20年 第9回 キト 米紗 粂 千愛 伊藤理香 杉之内彩 20 

優勝 | 準優勝 | 第三位 | 第三位

越山 智之 |三 宅康太|市川雄一朗|清水勇作

相川将希| 出口真 |越山智之|越山恵太
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年度 回 優勝

平成14年 第3回 長岡俊樹

平成15年 第4囲 長岡俊樹

平成16年 第5回 平野史

平成17年 第6間 長田和典

平成18年 第7回 西川徹哉

平成19年 第8回 水瀬成祐

平成20年 第9回 朴 慶樹

小学女子

年 度 回 優勝

平成12年 第1回 中沢亜季

平成l:~年 第2回 西井綾

平成14年 第3回 西井綾

平成15年 第4回 森下恵梨菜

平成16年 第5回 森下恵梨菜

平成17年 第6回 原采美香

平成18年 第7囲 江見優生乃

平成19年 第8回 小野ルナ

平成20年 第9回 西本麻衣子

.ウインタージ、ユニアトーナメント

中学男子

年度 回 優勝

平成12年 第1岡 竹中理

平成13年 第2回 坂倉和樹

平成14年 第3回 藤 原 和 樹

平成15年 第4回 藤 原 和 樹

平成16年 第5回 長岡俊樹

平成17年 第6回 長岡俊樹

平成18年 第7回 長岡俊樹

平成19年 第8回 西川徹哉

平成20年 第9問 西)11 徹哉

準優勝

加藤悠馬

吉村拓也

小倉友輔

森下大斗

長岡央磨

桜木良

桝団幹人

準優勝

藤井愛子

渡辺佑里子

松葉海奈

柴山愛

島田優

大井彩花

旗手ひかる

中村美月

中村美月

準優勝

青木浩明

黒田陽一朗

小俣宏樹

小俣宏樹

丸 山 洋 佑

位 田 祐 希

小倉友輔

北川貴章

桜木 良

- 57 

第三位 第コ位 参加数

吉 川 期 太 東口航大 20 

佐野陽介 丸山洋佑 31 

長田和典 森下大斗 32 

川村態馬 西川徹哉 25 

桜木良 神山一真 20 

原 直之 キト 慶樹

旗手怜央 水谷健人 20 

第ゴ位 第三位 参加数

望月香代子 望月真希子

北野亜紗美 樋口泰子

中川愛望 北野亜紗美 19 

島田優 北野亜紗美 19 

岡田優里 北野並紗美 22 

伊藤さより 松田彩花 15 

千 葉 南 奈 中村美月 10 

中西擾希 浅野瞳子

高田空 川村優梨奈 18 

第二位 第二位 参加数

北川剛志 志 冶 光 24 

藤 原 和 樹 -----19 

岡田遥平 浜村剛広 32 

奥田太郎 吉 野 朔 太 40 

平野拓馬 位田祐希 43 

奥田晃平 小倉友輔 32 

二好拓郎 山本太一 32 

神山 ー真 宮崎正史 48 

金 成 大 夢 川 村 悠 馬 48 



中学女子

年度 回 優 勝 準優勝 第二位 第二位 参加数

平成12年 第1田 水野藍 間代尚子 尾崎加奈子 水戸路祥子 10 

平成13年 第2[回 中沢亜季 藤井愛子 田代尚子 --九¥ 9 

平成14年 第3回 田代尚子 大西香穂里 塚田有紀 東口愛 23 

平成15年 第4回 中川愛望 西村 由 紀 加藤幸江 河合望美 10 

平成16年 第5回 太田美紀 田嶋愛花 中川愛望 中井久美子 16 

平成17年 第6回 北野亜紗実 南 山倫子 加藤沙彩 稲葉真穂 12 

平成18年 第7回 森下恵梨菜 南 山倫子 岡田真奈 清水美帆 32 

平成19年 第8回 中西優季 本卜 未紗 杉之内彩 伊藤理香 22 

平成20年 第9回 杉之内彩 粂 千愛 倉田純花 稲毛優紀 12 

小学男子

年度 同 優勝 準優勝 第二位 第二位 参加数

平成12年 第1凶 清水勇作 市川雄一朗 北 野 剛 土 高井郁哉 19 

平成13年 第2回 相川将希 出口真 南 期 ----21 

平成14年 第3回 長岡俊樹 吉川朔 太 加 藤 大 暁 加藤悠馬 36 

平成15年 第4回 長岡俊樹 瀧i筆隆雅 丸山洋佑 長田和典 52 

平成16年 第5回 小倉友輔 植中郁登 谷 一真 坂田歩夢 33 

平成17年 第6回 三好拓郎 西川徹哉 金成大夢 浅野風馬 27 

平成18年 第7田 森下大斗 神山一真 長岡央磨 桜 木 良 32 

平成19年 第8田 桜木 良 水 瀬成祐 原 直之 キト 慶樹 22 

平成20年 第9回 桝団幹人 字減雄 登 伊 藤 光 輝 水 谷 健 人 27 I 

小学女子

年度 回 優 勝 準優勝 第二位 第二位 参加数

平成12年 第1囲 中沢亜希 西井綾 藤 井 愛 子 ----。
平成13年 第2回 西井綾 鈴木花 奈 松葉海奈 ------16 

平成14年 第3回 松葉海菜 北野亜紗実 島田優 柴 山 愛 28 

平成15年 第4回 大谷 美 貴 森下恵梨莱 モニカアンジェロ 中川愛海 32 

平成16年 第5回 原菜美香 中川愛海 千葉南奈 岡 田 優 里 25 

平成17年 第6回 大井 彩 花 千葉南奈 坂田菜々美 松田彩花 1:3 

平成18年 第7回 旗手ひかる 坂田奈々美 杉之内彩 吉田麻榔 16 

平成19年 第8田 小野ノレナ 中村美月 倉田純花 浅 野 瞳 子 16 

平成20年 第9回 北村 桃 子 高田 空 中村明日香 前 田 真 子 22 
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-鈴麗シニアテニス大会

1イ立クーループ。

年度 回 優勝 準優勝 第二位 第二三位 参加数

平成12年 第1回 葛谷・畑地 岡田・森田 46 

平成13年 第2回 木下・小久保 山村・宮崎 44 

平成14年 第3囲 田中・小久保 小西・梶野 45 

平成15年 第4困 岡田・稲葉 田中・長谷川 59 

平成16年 第5国 川畑・桑野 山村・稲垣 伊藤・小久保 89 

平成17年 第6凶 岡田・青木 仁科・相浦 落合・森 80 

平成18年 春 内田・伊藤 川|畑・高橋 真鈴JII・小久保 96 

平成18年 秋 山崎@畑地 南川|・山崎 朝妻・藤川 78 

平成19年 春 水谷・後藤 真鈴J11 .柴田 井上・岩部 96 

平成19年 秋 安川・相浦 佐藤・小倉 大西・二輪 48 

平成20年 春 川i畑・竹中 内匝・四野宮 水谷・小倉 80 

平成20年 秋 岡田・相浦 片山・大井 ?青永・中村 93 

2イ立ク'ループ。

年度 回 優勝 準鍾勝 第三位 第コ位 参加数

平成12年 第1間 岩井・米山 山本十・田中

平成13年 第2田 中村・大貫 太田・西山

平成14年 第3由 朝妻・岩部 中村・畑地

平成15年 第4回 山村・樋口 田中・和藤

平成16年 第5間 野崎・笹亀 渡辺・萩原 岡田・米山

平成17年 第6向 伊藤・山下 宮崎・平田 大西・湯浅

平成18年 春 岡田・相補 佐藤・森 高橋・平野

平成18年 秋 榎木・芯可 J11畑・山口 星野・麦島

平成19年 春 岡田・山口 藤本・河辺 大西・川口

平成19年 秋 渡辺・伊藤 川島・米山 稲垣・小久保

平成20年 春 斉藤・伊藤 渡辺・柴田 稲垣・藤本

平成20年 秋 斉藤・堤 山中・畑地 川畑・脇田

。幾=>録。捧士〉録中総c 銭。鑓-c-__，捧=>幾c 録。録中幾c 善寺=鑓〈ご〉録中総〈コ援c 書巷
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3位グループ。

年度 回 擾勝

平成12年 第1問 山田・高山

平成13年 第2回 山原・高山

平成14年 第3同 岩井・宝

平成15年 第4回 中村・宝

平成16年 第5回 渡辺・同同

平成17年 第6回 小川・畑地

平成18年 春 小西.) 11口

平成18年 秋 岡田.)"口

平成19年 春 高橋・石川1

平成19年 秋 藤本・荒木田

平成20年 春 藤谷・山下

平成20年 秋 佐藤・樋口

-鈴鹿オーブンミックス選手権

A級

年度 回 擾勝

平成13年 第1回 谷・佐藤

平成14年 第2回 鈴木・藤田

平成15年 第3田 由岡・笠井

平成16年 第4回 黒津・藤堂

平成17年 第5回 黒津・藤堂

平成18年 第6回 開留・土井

平成19年 第7回 黒津・藤堂

平成20年 第8回 早川・石井

B級

年度 回 優勝

平成13年 第1同 古市・諸田

平成14年 第2回 間関・三木

平成15年 第3回 黒瀬・秋山

ーみ書。録。幾c 捧ち喜善

準優勝 第三位 第三位 参加数

平野・木村

浅川・落合

曽根・森田

太田・谷

山本・藤本

川畑・加藤 平野・宝

南川・伊藤 稲垣・鈴木

田中・荒木田 水谷・南川!

浜辺・中村 中本t.松岡

菊池・伊藤 小川・関

大西・平田 浜辺・沼田

安)11・柴田 中村・福山

準優勝 第三位 第二ー位 参加数

清水・稲垣 徳重・加藤 谷川・藤田 36 

矢田・笠井 林・八太 岸江・加藤 8 

中西・三木 仮谷・安本 中村・高橋 11 

碇谷・大西 藤田・鈴木 山中・田代 20 

鈴木・藤田 山本・伊藤 山中@田島 11 

鈴木・藤田 ------------4 

塚田・小木曽 山本・浅生 山中・田代 8 

芦屋・坂井 八野・花井

準優勝 第={立 第三位 参加数

大形・柘植 森川1.森)11 若林・松浦 72 

笠間・鈴木 中畑・服部 池田・吉岡 39 

岸・茂利 西村・梅本 碇谷・大西 32 

〉録中録。欝〈コ事善
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年度 回 優勝 準優勝 第三位 第三位 参加数

平成16年 第4回 福井・松野 伊藤・浅野 光部・伊藤 上田.J::田 53 

平成17年 第5回 坂崎・朝熊 中山・奥山 山本・稲垣 藤田・藤田 32 

平成18年 第6田 岸・茂利 舘・二宮 中畑・八太 伊藤・伊藤 40 

平成19年 第7屈 早川1・石井 藤堂・吉田 小木曽・小木曽 古市・小林 40 

平成20年 第8回 丸山・丸山 古市・小林 柴田・柴田 松岡・久保田

C級

年度 田 優勝 準優勝 第三位 第二位 参加数

平成13年 第1囲 佐藤・中野 上[11.田中 中世古・藤田 黒瀬・秋山 42 

平成14年 第2回 高井・中村 城田・近藤 小林・垣内 杉野・杉野 35 

平成15年 第3囲 小林・垣内 諸問・坂田 野崎・高山 藤本・藤本 17 

平成16年 第4回 奥田・神谷 捜部・中村 熊崎・下回 握美・東 33 

平成17年 第5回 塚田・山本 柳瀬・村岡 中島・辻 仁科・伊藤 31 

平成18年 第6間 新開・樋口 松岡・松岡 堤・堤 辻・辻 24 

平成19年 第7囲 宇佐美・吉田 中嶋・中本 鈴木・鈴木 渡部・堀 48 

平成20年 第8回 平野・海野 社・辻 二井・宮崎 首間・森川|

-鈴鹿ハードコートダブルス選手権大会

男子ダブルス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加組

昭和 60年 第 1間 豊田・山下 山崎・稲垣 五鴫・浦和 薮下・渡辺 67 

昭和 61年 第 2囲 豊田・山下 北J11・松岡 早川1・稲垣 薮下・甲斐 64 

昭和62年 第 8回 大石・浜西 稲垣・勝田 粟谷・鈴木 薮下・渡辺 68 

昭和田年 第 4囲 井口・山下 北111・佐藤 薮下・渡辺 勝田・浅田 63 

平成 1年 第 5国 伊藤・杉山 薮下・渡辺 山田・吉田 浜酉・伊熊 48 

平成 2年 第 6囲 井口・斉木 杉山・林 山崎・谷口 豊田・山下 53 

平成 8年 第 7囲 谷口・遠藤 豊田・アン1')レ 日口・小宮 前田・宇井 44 

平成 4年 第 8囲 伊藤・林 井口・山下 古市・安川 勝田・吉111 52 

平成 5年 第 9囲 横田・井上 大石・浜西 伊藤・林 井口・北JII 76 

平成 6年 第 10閲 大石・浜酉 横田・稲垣 井口・斉木 伊藤・林 49 
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鑓c 緩〈コ録中総c参署c

年 度 国 優 勝 準優勝 第 8位 第 8位 参加組

平成 7年 第 11囲 森下・清水 伊藤・斎木 北村・御薗生 横田・林 59 

平成 8年 第四国 樋口・後藤 伊藤・西田 横田・林 高橋@高橋 51 

平成 9年 第 13回 伊藤・渡辺 横田・林 谷J11 .鈴木 大石@森JII 50 

平成 10年 第 14囲 高橋・市I11 横田・林 山下・豊田 山中・村上 42 

平成11年 第15回 村上・森川 横田・林 豊田・山本 樋口・後藤 37 

平成12年 第16回 高橋・浅井 谷川・林 鈴木・近藤 伊藤・渡辺 30 

平成13年 第17回 谷川・林 山中・森 樋口・後藤 贋田・水谷 18 

一一
女子ダブルス

年 度 回 優 勝 準優勝 第 8位 第 3位 参加組

昭和 60年 第 1回 大角・小竹 厳根・佐々木 稲垣・村木 古海・河原 20 

昭和 61年 第 2囲 申酉・佐々 木 河本・厳根 大角・小竹 稲垣・渡来 17 

昭和 62年 第 8田 河本・厳根 高木・稲垣 杉本・玉邑 浅田・坂口 17 

昭和 63年 第 4回 中田・平尾 浅田・坂口 中西・吉川 後藤・湊 16 

平成 l年 第 5回 豊田・野田 宮河・高橋 11 

平成 2年 第 6回 高橋・伊藤 藤田・湊 山納・阪 豊田・宮崎 8 

平成 8年 第 7間 藤田・宝 宮崎・家域 小山・落合 鈴村・渡辺 18 

平成 4年 第 8囲 大鷲・秋山 浅生・宮崎 藤田・林 谷口・湊 25 I 

平成 5年 第 9回 藤田・家域 梅原・井上 島村・宮崎 浅生@山田 33 I 

平成 6年 第 10回 大鷲・藤田 家域・浅生 草川・加藤 貞光・村田 23 

平成 7年 第 11田 藤田・杉山 平見・浅生 草I11・加藤 島村・家域 22 

平成 8年 第 12囲 島村・鈴木 浅生・山田 中西・宝 田島@田代 25 

平成 9年 第 13回 田島・中尾 二宮・岩崎 藤田・杉山 菅野・小久保 24 

平成 10年 第 14回 田島・中尾 鈴木・杉山 大津・矢田 藤田・家城 21 

平成11年 第15回 藤田・浅生 鈴木・田島 貞光・矢田 杉本・服部 23 

平成12年 第16田 藤田・平見 島村・家域 本生田.1"1"中 矢田・福島 15 

平成13年 第17回 藤田・平見 島村・家城 土井・東口 矢田・福島 16 

-62-



郡市対抗を振り返って

平成 19 年~ 21年監督 林恭史

県民体育大会からみえスポーツフェスティパル(都市対抗等)に変更になり 11年が経過し

ますが、鈴鹿市は県民体育大会から数えること 40回の出場となります。これは、鈴鹿テニス

協会の歩みと同じ歴史ある大会です。この栄えある大会に出場するには、代表選手を決定する

選考会を兼ねた、鈴鹿選手権シングルス、ダブルス両大会での上位入賞という格付けもなされ

ています。

この郡市対抗は、一般男女 (2D 3 S )の 5ポイント制、壮年男子 (1D 2 S )の 3ポイント

制、で勝敗を競う団体戦です。普段はライバルで、競いあってる選手が同じチームで他都市のチー

ムと対戦するため個人選とは違いチーム内のコミュニケーションや雰囲気などが非常に大切に

なってきます、そのため強化部が合同練習会を開催しメンバーの融和を図っています。

選ばれた選手は鈴鹿市のトップレベルであり、鈴鹿市代表というブρレッシャーのなかで選子各

人が一生懸命プレイし頑張っていただいています。(年度別選手及び結果は別表)また大会に

参加された諸先輩や関係者各位それと応援して頂いている皆さんの為にも強い鈴鹿を目指し、

これからも以前にもまして、より一層のチームワークとコミュニケーションはかり強い鈴鹿を

目指し頑張って行こうと思っています。

これからも応援よろしくお願い致します。
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三重県民体育大会鈴鹿市選手闇戦績何)

回 年度 開催地
鈴鹿市鑑督)、選手および順位(最終戦対戦成績)

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子

(浜辺).伊藤猪，吉村， (浜辺).町谷，山舗，
第 24図~第27図

2漣 45 伊勢市 島村，薮下，藤牧 角谷

参加9郡市雨天中止 参加5郡市雨天中止
i 少年種目なし

(浜辺)，石黒，渡辺， (浜辺)，町谷，山舗，

25 46 名 張市 加藤 鈴木

lR 0-5伊勢市 9/9 2R 1-2津市 ルノ6

〈向島谷).浜辺，前回， (大谷).町谷，山舗，

26 47 四日市市 石黒，藤牧，平野 小吹，宮本

部 2-3総阪市 9/11 F 1-2四日市市 2/8 

〈嶋谷).浜辺，石黒， (大谷)，小浜，宮本

27 48 四日市市 瀬良，前田，六谷，

2R 2-3伊勢市 5/11 2R 0--3安芸郡 5/9 

(鴫谷)，浜辺，前回， (大谷)，上川原，徳留， (石黒).早川，玉木， 〈軸丸)，盛口，七里，

28 49 四日市市 六谷，近藤，吉村， 橋本 金森，分部 杉野，川井
米田，米国

2R 0-3津市 5/9 lR 1-2松阪市 5/6 F 2-1久居市 1/10 
P 1-4四日市市 2/13

(浜辺)，白水，伊藤ニ， (大谷).田上，田中 (石果、).関森，小林， (軸丸).秋7G.橋本，

29 50 四日市市 吉村，米自，米国 分部，早川! 杉野， JII弁

F 1-3四日市市 2/11 SF 1-2四日市市 8パ 1R 0-2四日市市 5/包 SF 0-3津市 3/8 

(嶋谷).浜辺，近藤， 〈大谷)，杉里:1'，吉村， (石黒)，小宮，早川， 〈竹森)， JII井，石渡，

30 51 四日市市 穴原，渡辺，薮下， 名和 小林，一木 瀬古，尾崎
吉村，伊藤

I<' 0-3四日市市 2バ 節、 1-2三重郡 3/9 SF 1-2伊勢市 3/7 
SF 2-3松阪市 3/12 

(浜辺)，米田幸，吉村， (大谷).杉野，桜井， (米J11)，小宮，伊藤信 (大杉)，田中，陵，

31 52 四日市市 伊藤，渡辺，薮下， 石渡 一木，葛山 梅田，酒井
米川

2R 1-2松阪市 5/9 SF 0-3四日市市 8ノ/s lR 0-3四日市市 5/8
SF 1-3四日市市3/13
〈浜辺)，近藤，伊藤， (大谷)，吉村，桜井， (石黒)，村田，志治， 〈大杉). JlI崎，梅田，

32 53 四日市市 米川，米国，渡辺 丸橋 福田，高橋 陸，近藤

F 1-4四日市市2/15 2R 0-3松阪市 5/9 SF 1-2桑名市 3/8 F 1-2四日市市 2/8 

〈浜辺)，米国，近藤， (大谷)，樋口，平林 (石黒)，志治，坂本， (大杉)，陵，梅田.

33 54 四日市市 伊藤，渡辺，米川 雨天中止 高橋，美濃部 近藤，村木

部 1-4松阪市 5/13 8r' 1-1津市1-4/9
雨天中止 雨天中止

2R 2-1久居市 1-4/9 2R 2-1一志郡 1-ι/8

(薮下)，近藤，渡辺， (大谷)，樋口，平林， (石黒)，志治，須山， 〈浜辺)，梅田，大友，

34 55 津 市 米国，伊藤，粟谷 三輪 杉谷，美濃部 村木，別府

F 1-4四日市市2/17 F 1-2四日市市 2/9 P 0-3四日市市 2/10 SF 0-2桑名市 3/10 

(浜辺)，近藤，渡辺， (大谷).樋口，平林， (石黒).須山，近藤， (大杉)，梅田，大友，

35 56 伊勢市 米国，長田，浜西 三輪，古田 水谷，下 村木，別府，宇井，

F 3-0松阪市 1/20 P 0-2四日市市 2/12 F 3-0津市 1/10 
石谷

P 2-1四日市市1/10
(薮下)，米国，村田， (大谷)，三輪，大日方

36 57 紀 伊 伊藤，浜西，渡辺， 第 36回~第37回

長島町 長田，甲斐 少年種目なし
SF 0-3四日市市3/20 SP 0-2四日市市3/10

(薮下)，渡辺，米国， (大谷)，三輪，大日方，

37 58 名張市
伊藤，長田，浜西，

梅田，梅原
村田，米川

SF 0-5四日市市10/2 2R 1-2四日市市10/1
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三重県民体育大会鈴鹿市選手国戦績位)

回 年度 開催地
鈴鹿市(監督)、選手および順位(最終戦対戦成績)

成年男子 成年女子 成年一部

(薮下).渡辺，伊藤， (大谷).ニ輪，梅田，

38 59 四日市市
浜西，甲斐，北J11. 梅原，村木

長田，井口

2R 2-3四日市市10/27 Fト2四日市市

(薮下).伊藤，山崎， (大谷).梅田，梅原，

39 60 津 市 北川，長国，井口， 村木，大角

久居市 米川1.浜西，浜辺，粟谷 第 40回より 40才以上

雨天中止 雨天中止 (成年二部始まる)

(薮下)，伊藤，山崎， (大谷)，梅田，梅原， 浜辺，山中

40 61 
紀 伊 北川，井口，浜西， 大友，大角
長島町 勝田，渡辺

3R 0-3四日市市10/26 SF 0-2桑名市 3R 0-2四日市市

(薮下).北川，伊藤， f大谷)，河本，中西， 井口，山中

41 62 四日市市
山崎，浜西，大石， 大友，梅田，梅原

勝因，長田

雨天中止 雨天中止 雨天中止

(薮下).伊藤，北JlI. (大谷).梅原，豊田， 井口，鈴木，薮下

42 63 名張市
大石，勝田，杉山 野田，坂口，浅間

3R 0-3三重郡 10/29 2R 0-3四日市市 SF 0-2桑名市

(薮下)，大石，伊藤， (河本).梅原，梅田， 山中，井口，北川

43 Hl 
紀 伊 杉山，山田，勝目， 出岡，盛田

長島町 渡辺

邸付四日市市10/包8 F 2-1桑名市 3R 0-2桑名市

(薮下).伊藤，大石， (河本)，梅田，梅原， 井口，北川

44 2 鈴鹿市
浜西，谷口，勝田， 大友，湊，出関

2R 2-0熊野市
高橋，杉山雨天中止 2R 2-0名張市

2R 3-1熊野市 10/6 雨天中止 雨天中止

(伊藤)，大石，井上， (河本)，後藤，梅原， 井口，北川

勝目，高橋，森川， 梅田，出悶 . 
45 8 一志郡 1R 3-0名張市

杉山 2R 2-0伊勢市

血 1-3三重郡 10/26 雨天中止 雨天中止

(伊藤).大石，北川， (河本)，梅原，梅田， 第46回より成年二部

46 4 度会郡
林，井上，勝回 出向，藤田 45才以上K変更

SP 2-0伊勢市 井口，藤沢

3R 0-3四日市市10/25 日没中止 お 1-2四日市市

伊藤). 大石，井上， 。可本)， 梅原，梅岡 井口，北111

47 5 
名張市 長田，勝悶，林， 出向，藤田，平見

上野市 奥野 F一四日市市 P 。-2 四日市市

3R 2-3桑名市 10/2 雨天中止

鑓<>銭。鑓<>鑓<>縫c 録。捧:
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三重県民体育大会鈴鹿市選手団戦績侶)

年度
鈴鹿市(監督)、選手およびl順位(最終戦対戦成績)

回 開催地
成 年 一男 子 成 年 女 子 成 年 一 部

(伊藤).大石，浜西 (河本).梅原，梅田 井口，北川1.薮下

6 
紀 伊 勝田，林，山本 藤田，栗原，河本麻

48 
長 島 町

81"2-3名張市 10/乏 1" 3-1 四日市市 }' 0-2桑名市

(伊藤ぷ大石，後藤 (河本).藤田，梅原 井口，北川

49 7 桑名市
清水 ，森下，瀬古 梅田，栗原，平見，

河本麻

3R2-3名張市 9/色。 81" 2-3桑名市 F 2-1四日市市

〈伊藤).大石，勝田 (河本).梅原，梅悶 井口，北川

50 8 
名 張 市 後藤，林，山本，森下 藤田，平見，河本麻

上 野 市

lR 1-4桑名市10/26 SF 1-3桑名市 81" 0-2桑名市

(伊藤).勝田，後藤 (河本)，梅原，篠田 井口，北川!

自 鈴鹿市
林，瀬台，吉111.山本 平見，出島，河本麻，

51 

2Rム津市 10/4
貞光 ， 

81" 0-3桑名市 SF 0-2 四日市市

(勝田).大石.lli本 (河本)梅原，藤田 井口，北111.長田

52 10 鈴鹿市
後藤，林，清水，森川 平見，回島，矢田，

田代

81"0-3名猿市 10パ 3R 1-3四日市市 F 0-2四日市市

みえスポーツフェスティパル「テニスの日J郡市対抗テニス大会と競技名変更

(勝田)，大石，伊藤ニ (河本)，梅原，藤田 井口，北川，長田

53 11 鈴鹿市
後藤，林，清水，森川 平見，田島，矢田、

梅田，福島

F 0-3四日市市 9/26 SF 0-3 四日市市 F 0-2桑名市

(伊藤)，林. R.アンジエロ (河本)，梅原，藤田 井口，北)11，大石

54 12 鈴鹿市
森川，稲葉，森下，清水 平見，田島，矢田、

梅田，福島

SF 2-3津市 9/24 SF 0 3 桑名市 ド 2-0上野市

(伊藤).林. R.アンジエロ (河本)，梅原，出代 井口，北)11，長田

55 13 鈴鹿市
森)11，山中，駒田，佐藤 平見，田島，矢田、

梅田，福島

SF 2-3桑名市 9/23 ド 0-3 四日市市 F 0-2名張市

(伊藤)，林，森川 (河本)，梅原，藤岡 井口，北川，大石

56 14 鈴鹿市
森下，山中，水野，堀内 平見，田島，池ケ谷

梅田，国代

lR 0-3上野市 9/23 F 3-1 四日市市 F 3-0名張市

(伊藤).林，池ケ谷 (河本).梅原，田代 井口，北川，長田

5i 15 鈴鹿市
森川，山中，谷川 平見，田島，森， 大石

梅田，渡辺

lR 1-4名張市 9/21 F 1-3 三重郡 SF 1-2桑名市
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みえスポーツフェスティパル「テニ，スの日J郡市対抗大会鈴鹿市選手団戦績(4)

回 年度 開催地
鈴鹿市(監督)、選手および順位(最終戦対戦成績)

成年男子 成年女子 成年一部

(伊藤).林，森川 (河本)，梅原，藤田 井口，北川，長田

58 16 鈴鹿市
大石，山中，内山，平和 平見，田島，田代

梅田，森

2R 1-3名張市 9/18 SF 1-3 四日市市 SF 1-2桑名市

(伊藤).林，森川 (河本).梅原，藤田 長田，大石，上回

59 17 鈴鹿市
山中，内山，川並，水騎 田島，田代，曽我

梅田，浅野

SF 0-3名張市 9/23 F 0-3 四日市市 F 2ー0松阪市

(伊藤).林，森)11 (河本)，梅原，藤田 長田，大石，谷口

60 18 鈴鹿市
山中，内山，竹内，安田 矢田，田代，曽我

梅田，渡辺

2R 1-4津市 9/23 SF 1-3 桑名市 SF 1-2津市

(林)，森)11，T、マンツー7 (河本)，梅原，藤田 長田，谷口，伊藤

61 19 鈴鹿市
山中，内山，竹中 矢田，田代，梅田

鈴木，浅野

SF 0-3四日市市9/1 2R 1-4 多気郡 2R 1-2伊賀市

(林)，森川，閏垣内 (河本)，梅原，藤田 長国，大石，古川|

62 20 鈴鹿市
山中，内山，岡田，川並 国代，曽我，梅田，

服部，浅野

2R 2-3桑名市 9/13 2R 1-3 伊勢市 F 1-2四日市市
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全国大会出場者表彰一覧

この制度は各年度において全国大会に出場された選手の方を表彰し、選手の励みとなる

賞を設けて協会員一同で功績をたたえ、さらなる向上を目指して頂くためにこの制度を

2004年度に発足させました。

表彰は、協会関係者が一同に集まる合同委員会兼理事会の席またジュニアについては、

総会の席において表彰をおこなっています。各年度の表彰者の方は次の通りです。

各年度 賞名 氏名 全国大会名

2004 最優秀選手賞 田島雅美 日本スポーツマスターズ複優勝

全日本ベテラン400V複準優勝

最優秀選手賞 梅田朋子 日本スポ}ツマスターズ複優勝

優秀賞 梅原頼子 日本スポーツマスターズ単 3位

都市対抗岡山大会一般女子

優秀賞 藤田純子 全日本ベテラン 500V複 3位

優秀賞 大石敏男 都市対抗岡山大会 OV45 

優秀賞 上田隆司 都市対抗岡山大会 OV45 

優秀賞 曽我弘美 都市対抗岡山大会 OV45 

全国レディース大会ベスト 16 

優秀賞 平見世津子 全国レディース大会ベスト 16 

優秀賞 田代千代 全国レディース大会ベスト 16 

最優秀監督賞 出口芳孝 全国高専大会団体4年連続出場

優勝、準優勝 1回

最優秀監督賞 竹森弘孝 全国高校総体団体女子4年連続出場

男子アベック出場 1回

12005 最優秀選手賞 梅原頼子 全日本ベテラン400V 単準優勝

優秀賞 田島雅美 日本スポーツマスターズテニス優勝

優秀賞 矢田恵理子 全国レディース出場

特別賞 郡市総合優勝 郡市対抗男子総合優勝(団体) 10名

伊藤三雄，林恭史，山中義輝，川並隆
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各年度 賞名 氏名 全国大会名

2005 特別賞 郡市総合優勝 水里子大伸ヲ内山道之，森川勝文，大石敏男

長田孝雄，上田隆司

2006 最優秀選手賞 長田和典 全日本小学生大会単 16 

全日本Jr1 2以下単 16

優秀賞 梅原頼子 全日本ベテラン400V複4単 8

H本スポーツマーズ単4

優秀賞 北川俊秀 全日本ベテラン 55才 OV単 16 

優秀賞 岡田進 全日本ベテラン 70才 OV単出場

優秀賞 梅岡朋子 日本スポーツマスターズ複8

優秀賞 藤同純子 全国レディース出場

優秀賞 渡辺裕子 全国レディース出場

優秀賞 矢田恵理子 全国レディース出場

優秀賞 川北隆明 ねんりんピックテニス交流大会出場

優秀賞 山村正和 ねんりんピックテニス交流大会出場

優秀賞 井口 健 ねんりんピックテニス交流大会出場

2007 最優秀選手賞 岡田進 全日本ベテラン 75才 OV単出場

全日本ローンテニスベテラン 75単複優勝

優秀賞 梅原頼子 全日本ベテラン 40才 OV単8、複出場、

マスターズテニス複準優勝

優秀賞 梅田朋子 マスターズテニス 単8

{憂秀賞 矢田恵理子 全国レディース出場

優秀賞 北川俊秀 全日本ベテラン 55才 OV単出場

優秀賞 長田祐介 全国中学生テニス大会複出場

優秀賞 長岡和典 全国中学生テニス大会複出場

全日本Jrテニス大会 14才以下単被出場

優秀賞 森下恵里菜 全日本 Jrテニス大会 16才以下複出場

優秀賞 森下大斗 全国選抜 Jrテニス大会 12才以下単出場

全日本Jrテニス大会 12%以下単出場
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各年度 賞名 氏名 全困大会名

2007 優秀団体賞 千代崎中学 全国中学テニス大会団体出場 8名

平野央ヲ長田祐介，士田恭平，川上諒

長田和典，西川徹哉ラ神山一真，山口大祐

2008 最優秀選手賞 梅原頼子 全日本ベテラン400V以上複優勝、単32

優秀賞 岡田進 全日本ベテラン 75才以1::単複4

全日本グラスコート 75.J-以上単4複優勝

優秀賞 安}11淳 全国福祉ねんりんピック全国大会出場

優秀賞 長岡俊樹 全国高校総体団体、複個人戦出場 32 

優秀賞 加藤大地 全国高校総体単出場 32 
ト一一一一一一一一

優秀賞 山口賢一 全国高専大会団体、複個人戦4

優秀賞 上瀧雅巳 全国高専大会団体、複個人戦4

優秀賞 林久美子 全国高専大会単8、複準優勝

優秀賞 亀井遥 全国高専大会複準優勝

優秀賞 長田和典 全日本Jrテニス大会 14才以下捜優勝単 16 

全国中学生テニス大会複出場

優秀賞 西川徹哉 全国中学生テニス大会複出場

優秀賞 森下大斗 全国選抜Jrテニス大会 13才以下単 16 

優秀団体賞 鈴鹿高専 全国高専大会団体準優勝 1 0名

水谷直樹，井藤貴文，溝口紘志，鈴木達也 i

関山大樹，井村洋介，西村祐亮，山口賢一

上瀧雅巳，吉村拓也

優秀団体賞 白子中学校 全問中学テニス大会団体出場 8名

浅野風馬，荒木友也，今岡孝太，金成大夢

坂上大締，野呂駿介，長岡央磨，水瀬成祐
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鈴鹿テニス協会設立40璃年記念表彰
鈴鹿テニス協会表彰委員会

この度、当協会は、創立40周年を迎えますのこの節目にあたり長年、協会運営にたいへ

んご尽力いただいた方々をはじめ、鈴鹿テニス協会史において多大な実績と功績をあげられ

た方々を表彰させていただくことになりましたので、この場をお借りしてご紹介いたします。

<個人表彰>

大石敏男

鈴鹿テニス協会主催の各大会に積旗的に参加して、好成績をあげると共に、他の選手の

目標となり、大会を盛り上げてきた。また、同体戦では、鈴鹿市チ ムの中心選手として

活躍してきた。

河本美代子

鈴鹿市の女子連において、指導的な役割を続けてきた。団体戦では、鈴鹿市チームの監

督としてチ ムをまとめてきた。また、友子の初心者指導を継続して実行している。

ま旦一一盤

鈴鹿テニス協会役員に在任中は、強化担当として、ジュニア選手の育成、指導に尽力し

た。また、主催大会はじめ、各種大会に積極的に参加して、大きな実績をのこされましたc

本髭____A!

長年、鈴鹿テニス協会役員、としてご尽力いただいた。早くからジュニア育成に対して熱

心な指導を続け、全日本ジュご‘ア選手権大会、全日本rt1学生選手権大会に東海代表として出

場、多くの優秀な選手を育てた。

<間体表彰>

本田技研テニス部

鈴鹿テニス協会主催の「鈴鹿市長杯ダブルスjの主管団体とレ亡、長年に渡り、運営に携

わり、当大会が毎年的確に実施されて、協会主催の主要な行事として定着している c

アイ・ドリ ムス

鈴鹿テニス協会の、ジコニア層に対寸ーる指導育成を長ノ年にi度り実施して、ジュニアテニス

人口の増加に貢献している。ジュニア大会とミックスダ、ブノレス大会を主管して、発展を図つ

ている。
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蝉幽女40周年記念事業別・

大記念大会の開催

古記念誌の発行

開催日

(予備日)

開催会場

発行日

発行所

平成 21年 12月 13日(日)

平成 21年 12月 20日(日)

県営鈴鹿スポーツガーデン

平成 21年 12月 13日(日)

早川印刷附

98 -



《各委員 から》 審議
護襲

曜襲

鈴鹿テニス協会発足 40週年の記念行事として、記念大会を開催する事にし

ました。詳細については協会のホームページに掲載します。今大会は沢山の方に

参加して頂く様、協会登録外の方にも門戸在広めています。

開催時期は 12月 13日(日)、(予備日 12月20日(日))となりやや寒い時期

になりましたが、楽しく、愉快にできる様に運営を心掛けてまいります。

この記念大会を通じてテニス愛好家の増加に繋がればと思っています。

又、全員に豪華な (7)参加賞をとの事で色々考えております。

乞うご期待! ! 

記念誌委員会では、鈴鹿テニス協会発足40周年在記念し、これまでの協会の歩

みや足跡を次tlt代に残すため、記念誌を発行し、たしました。

記念誌発行にあたり、ご祝辞をお寄せいただいた方々に御礼申し上げますととも

に、広告協賛を賜りました皆様、ご協力いただいた関係者各位に御礼と感謝を申

し上げます。

表彰委員会では、この鈴鹿テニス協会40周年記念にあたり、いろいろ振り返り、

それぞれの立場で協会の運営や指導的立場で大きな功績を残された方々、また、

県内外で選手としてご活躍され実績をあげられ、協会の発展に寄与された個人、

団体を対象に選考させていただきました。
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|協賛 Jb a] 

鈴鹿テニス協会創立40周年記念誌には、次の各社より広告の掲載を頂きました。

感謝申し上げます。(掲載11慎)

(株)夕、ンロップスポーツ 白子クリニック 瀬古武史税理士事務所

(医)斎寿会回生病院 新羅会館家族亭鈴鹿居 税理士法人二重中央鈴鹿事務所

椿会館 焼肉たらふく鈴鹿屈 吉田会計事務所

HondaCars=重北 {左々 太鉄工 菅原会計パートナーズ税理士法人

AUTOMALL GROUP コ口ナ 鈴木隆税理士事務所

SUZUCOMI 山口建具届 高井正税理士事務所

大豊産業 鈴鹿寝具 伊藤徳善税理士事務所

魚長 川北書朗税理士事務所 板東秀次税理士事務所

新田内科外科 (株)オ夕、 麻生税務会計

(学)鈴鹿学園・天津山龍光寺 とうかい整形外科 市村ペットクリニック

(学)宣真学園 アコソ総合センター (有)薮内製作所

みさとテニスクラブ‘ すしざんまい江島届 ナガノスポーツ届

=重グリーングループ 留奥内科 (有)今村ゴム工業所

シンリヨー特機(株) 彩電賠5かさ、わ 東部水産(株)

Faith CutSpace NAGAT A =上歯科医院

(株)一十 (有)山管工 林塾

(株)南条製作所 やきとりとうてんこう (有)今井硝子

辻井スポーツ鈴鹿居 オート)¥ウス鈴鹿 (株)=峰工業

(株)大栄管清土木 (有)力ネキ中村商屈 下井茂生

(株)力ンセイ 加藤システムサービス 南山木材

(株)鈴浄会 浜口整形外科 =輪板金

(株)鈴友 駒田医院 炭焼瑚誹オリジナル

日進建設(株) 鈴鹿市サッ力一協会 Bless美容室

(株)近藤工務届 さわ内科胃腸科クリニック

(株)荻野建設 平田建築

(株)丸藤建設 平田一級建築士事務所

鈴鹿医療科学大学 明峯堂

トリックス(株) 総合学習塾パシフィック学院

HondaCars鈴鹿 能力開発ひまわり教室

焼 肉 美寿々 ロングウッド鈴鹿

稲垣塗装工業 焼肉-ホルモン山麓

natural ひろせ胃腸科夕刊当

テーターテ一卜 (有)工ムシー・プロテクト


